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雛
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
Ｌ
民
族
宗
教
と
共
和
制
２
キ
リ
ス
ト
教
国
家
．
．
…
・
以
上
水
号
ａ
愛
の
共
同
態
二、新たな全休性を求めて
Ｌ
人
倫
的
共
同
態
の
理
念
２
近
代
自
然
法
批
判
ａ
ド
イ
ツ
の
日
山
と
統
一
三、相互承認関係としての市民社会
四、市民社会の八内なる革命化ｖ
「革命的自然法とその転回
相互承認と物象化臼
ｌ
初
期
ヘ
ー
ゲ
ル
の
社
会
蝋
論
１
１
寿
福
真
美九
一
一七八九年のフランス並命を、一九才のヘーゲルはテュービンゲン神学校で迎え、その鞘神は一瞬のうちに彼を捉
えてしまった。「専制君主反対／無職の徒に死を／心に対する絶対的権力を要求する恐るべき政治に死を／自山万才
／ジャン・ジャック〔ルソー〕万九」これは、彼がメモ帳に記した墓である．それに緋いてルソーの「社会
契約論』からの抜き樽きがある、「もし天使の民族が存在するなら、その民族は自らを民主制的に統治することだろ
う。」鍬と二人の親友、ヘルダーリンとシェリングは、フランスの新聞を貧り読み、革命の経過を熱心に追求するだ
けでなく、神学校内に結成された政治クラブにも参加し、ヘーゲルはその滅蝋にも立つ砲・それだけでなく、彼とシ
ェリングは自由の樹、球命への北〈感を表わすだけでなく、自らの地にも革命の理念を植えつける決意をも固める自由
＠
の
樹
、
の
植
樹
祭
に
も
参
加
し
た
、
と
同
窓
の
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ク
ラ
Ｉ
は
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
大
学
生
時
代
に
、
ド
イ
ツ
に
革
命
の
理念、自由／平等／友愛／を実現しようとするヘーゲルの情熱が、ライン左岸、南ドイツはもちろん、全ドイツで膨
藤として起った、政治的藷社の紐織翼職人腱長等の蜂起への論、に進んだかどうかは定かではないが、し
かし、ヴュルテンベルク王ルートヴィヒ・オイゲンの秘辮書記官Ｊ・血・シュヴァープが伝える、ヴュルテンベルク
民衆の意識と態度の一畷であったことは、砿かである。「確かなことは、そして私は自分の体験から知っているので
すが、フランスと、とくにパリの民衆の行吻がどれ程同意を得ていなかったにせよ、フランス革命が依拠する諸原理
は殆んど遍く拍手喝采を受け、教養ある諸階級の下でさえ、粗雑にしる鋭敏な民主主義が支配しています。その諸原
理は帰する所……君主が人氏のためにいるのであって、人民が君主のためにいるのではない、ということです。……
一、革命的自錘蒜法とその転回
Ｌ
民
族
宗
教
と
共
和
制
九二
民衆は、平均的に見て、多かれ少かれフランス風に考えていま頬」
・そのヘーゲルの眼に、ドイツの支配諸階級とそれらを打倒すべき民衆はどのように映ったのか？その認識から、何
を主要な理論的・実践的課題として追求していかなければならないのか？君主、貴族階級、伯侶附級は強固な同盟を
結びながら、その民衆支配を続けてきている。しかもとりわけ宗教が、その支配を正当化するイデオロギーとして民
衆を教化している。「宗教と政治は共謀結託してきた。宗教は専制が欲したこと、つまり人額を軽蔑すること、人類
が何か善きものになり、自分自身の力で何ものかになる能力のないこと、を説教してきたのだ。」（、ｄ鳥・閂・隈）
この宗教は、カトリックはもちろん、プロテスタント、ルター派をも含むすべてのキリスト教宗派である。我々は、ヘ
ーゲルの思想が、キリスト教と専制、宗教と政治という視角から、恰も二つの焦点をもちながら一つの統一を形造る
（し
桁円として問題を捉える視角から、誕生し発展していくことをここで確認しておかねばならない。なぜなら、この問
題設定から川発することによって、キリスト教評価の転換や、近代市民社会における社会意識の特質の認識過程が鮮
明
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
と
い
う
社
会
意
識
は
、
た
ん
に
そ
の
理
論
や
教
義
自
体
か
ら
認
識
し
評
価
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
上にその社会的機能に即して、現実の人間の社会的諸関係のひとつとして、ヘーゲルの関心を引くのである。「キリ
スト教は専制に抵抗したか？キリスト教が奴隷貿易に抵抗するのは一体どれ程の側か？ｌその伯職者どもは〔奴隷〕
船と一緒にギニアに行くのだ．’また人間貿易には？従耶佃が一緒に送られているのだＩ戦争には？ありとあら
ゆる専制には？」（司圃白・念【・）
確かに宗教心は、「我々の人生のうちで鮫も大切な耶柄のひとつであ」（、冨己Ｐ①）り、「人川の本性そのものの
な
か
に
、
我
々
の
意
識
内
に
あ
る
人
間
の
行
為
よ
り
も
高
位
の
存
在
を
承
認
し
、
そ
の
完
全
性
の
直
観
…
…
に
戒
接
、
時
間
、
施
設
、
感
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
九
三
一、革命的自然法とその転回
九
四
傭を捧げるという欲求がある」（帛弓の且口・ロロ、）という信念は、この時のヘーゲルのものであったし、そしてそれは終
生
変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
が
人
間
の
原
罪
を
、
超
越
的
な
神
へ
の
帰
依
に
よ
る
桐
背
を
、
し
か
も
イ
エスという歴史的一人格への信仰を説き、そのことによって理性と自由の能力をもつ人間を卑しめ、しかもドイツ、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
民
の
支
配
的
宗
教
と
な
り
、
専
制
２
御
神
的
文
住
、
目
山
実
現
の
陣
確
と
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
支
配
の
打
倒
と
民
衆
の
自
由
実
現
は
、
同
時
に
達
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
課
題
は
、
次
の
よ
う
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
民
衆
か
ら
そ
の
偏
几
を
取
り
除
き
稗
紫
す
る
と
は
…
…
民
衆
の
悟
性
が
、
一
ｍ
で
は
誤
謬
の
碓
信
と
暴力から実際に解放され、一面では諸根拠を通じて現実的誰具皿を確信することなのだ。．．…Ｌだが、何が真理なのか
…
…
人
間
の
知
は
い
か
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
人
川
的
社
会
が
生
成
す
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、
政
治
的
な
点
に
関
し
て
も
何
が
想
定
されねばならないのか？」（同席ロ８・田）
民
族
宗
教
の
創
設
・
実
現
と
共
和
制
の
尖
塊
、
こ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
さ
し
あ
た
り
の
解
容
で
あ
る
が
（
我
々
は
、
こ
の
解
容
が
次
第
に
変容し、政治的に一周急進化していく過漉を後に兄ることになろう）、一七九二’三年に譜かれた『氏族宗教とキリ
スト教』に関する諸草稿に蛙づいて、この解容を再榊成してみよう。
民族宗教とは何か、その性桁はどのようなものであり、他の社会的、政論的思想、諸制度とどのように関係するの
か
？
こ
れ
ら
の
問
い
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
氏
族
宗
教
を
、
「
個
人
の
陶
冶
形
成
、
徳
の
特
殊
的
な
促
進
の
手
だ
て
、
個
々
の
苦
悩
や
不
幸
の
なかでの慰めや励ましの教化」（、月口目・巴）を水面的目的とする私的宗教（イエスの教え／）と対立して、公的宗
教と規定した視点に基づいて答えられねばならない。なぜなら、「ある民族の信念をなし、その行動と思考様式に影
懇し……ある国民の粘神の崗扮と教化」（恩８８．］□）を主要目的とする、公的宗教としての氏族宗教を創設し、そ
の実現可能性を信ずる、という彼の問題関心のうちに、ギリシャ共和制とその宗教に対する彼の憧僚と賛美を、それ
だ
け
で
な
く
ル
ソ
ー
の
民
主
制
と
市
民
宗
教
へ
の
共
感
を
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
同
時
代
史
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
Ⅱ
々
災
践
し
て
い
る
国
民
的
祝
祭
日
・
国
民
歌
へ
の
同
意
を
想
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ギリシャの民族宗教はまさに、共和制という政治的自由と一体化し、それを促進する公的宗教であった。「ギリシャ
人
の
国
民
的
祝
祭
は
す
べ
て
、
神
を
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
凶
家
に
功
労
の
あ
っ
た
、
し
た
が
っ
て
神
と
さ
れ
た
人
間
を
讃
え
る
た
め
の
宗
教的祝祭だった。バッカス、演劇、悲劇。」（口汀。８．と）そしてギリシャの宗教が公的宗教としてそのような機能
を果たすことのできた理由は、信仰自体が一面では理性の道徳的欲求と人間の諸々の感覚とに基づいており、他面で
は現突の諸生活（政治的、経済的、家庭的等々）の内容と不川本雛の関係にあったからである（回円ロ８．患）。総じて
ギリシャは、ローマと対照的に、すでに彼のギムナジウム時代仏堅、その終生を通じて変わらぬ愉慨の対象であった。
「
あ
あ
、
過
去
の
は
る
か
な
日
々
か
ら
、
人
間
的
美
、
偉
大
さ
に
対
す
る
感
情
を
偉
大
な
も
の
の
う
ち
に
も
っ
て
い
る
魂
に
向
っ
て
、
ひ
とつの像がさしこんでくるＩ諸民族の精神の、幸福の息子の、自由の、美的想像力の教え子の、像が四（因冨口８》も｛・）
し
か
し
我
々
は
、
こ
の
愉
媛
が
ヘ
ー
ゲ
ル
、
身
の
胸
中
で
州
対
立
し
矛
盾
す
る
意
識
の
蔦
藤
を
育
ん
で
い
る
、
と
い
う
瓶
突
を
も
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
は
ギ
リ
シ
ャ
は
、
現
代
に
お
い
て
政
治
的
自
由
と
人
間
的
宗
教
と
を
実
現
す
る
た
め
の
亜
要な実例を我々に指し示し、したがってその共和制と氏族宗教を再興することこそが具体的な川標である、という歴
史を超えかつ貫く真理である。が他力では、ギリシャ共和制そのものはすでに脈史的過去の産物であって、現代にお
いてそれを再興することは不可能である、という歴史的認識もすでに成立している。ここでの草稿に言う、「我々は
この〔ギリシｊ桁神を、噂から知るだけであり、我々に許されているのは、この精神の姿の股された模写のなかで、
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
九
五
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
皿
九
六
そのいくつかの性格を愛と蝋嘆の念で眺めることだけなのだ……。この美しい治者は大地から逃げ去ってしまった。
％へ
※西洋は諸凶比の別の桁抑〔キリスト教〕を卿化した・その姿は老化しつつあみ。」（回汀ロ８．』Ｐ）※……※は抹消
部分。以下同様）我々がすぐに見るように、この内Ⅲ的関藤は、前打の把搬の優勢のまま、テューピンゲン時代を超
え、初期ベルン時代まで続く。そして東洋的専制としてのユダヤ民族、その民族が育んだ東洋的宗紋としてのキリス
ト教が、ローマの腐敗という社会的、政胎的諸条件を通じて西洋の諸民族をとらえていった。その決定的契機がロー
マ
に
お
け
る
私
的
所
有
の
成
立
・
支
配
で
あ
る
、
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
的
把
握
が
確
立
す
る
や
、
こ
の
関
藤
は
終
わ
り
を
告
げ
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
只
巾
に
お
け
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
再
興
と
い
う
計
画
は
幻
想
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
。
一
七
九
六
年
に
彼
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
再
興
、
古
ゲ
ル
マ
ン
人
の
自
川
の
再
興
、
そ
し
て
ヘ
ル
ダ
ー
の
試
み
に
関
し
て
断
言
す
る
、
「
川
民
の
失
わ
れ
た
現
像
力
を
再
興
す
る
こ
と
は
、
什
か
ら
無
駄
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
全
休
と
し
て
は
シ
ー
ザ
ー
の
試
み
、
す
な
わ
ち
当
時
の
人
々
の
な
か
で
祖
先
の
神
話
に、彼らのかっての強さと晋湿性を与える試み雁の成功をおさめることはできなかったのだ。」（ロ肝ロ８．９つ）
我
々
は
多
少
先
廻
り
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
彼
の
問
題
設
定
の
大
枠
と
し
て
の
ギ
リ
シ
ャ
と
い
う
把
握
を
確
認
し
て
お
け
ば
よ
い
。
さ
ら
に
ル
ソ
ー
に
閲
し
て
言
え
ば
、
Ｗ
班
の
引
川
か
ら
分
る
よ
う
に
、
彼
の
民
主
制
と
市
民
宗
教
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
深
い
感
銘
を
与
え
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
精
神
を
形
成
し
た
ル
ソ
ー
、
と
い
う
評
価
が
、
反
吻
派
、
砧
命
派
を
問
わ
ず
、
一
般
的
な
意
見
で
あ
っ
た
と
川
崎
に
、
と
く
に
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
民
主
制
を
形
成
し
発
展
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
二
大
条
件
と
そ
の
前
提
、
す
な
わ
ち
、
比
較
的
平
等
な
私
的
所
有
制
と
、
人
間
の
私
利
私
欲
を
公
的
・
呰
週
的
意
志
へ
と
柳
く
市
民
宗
教
、
こ
れ
ら
を
可
能
⑤）
と
す
る
古
代
ポ
リ
ス
、
小
規
模
の
都
巾
国
家
、
と
い
う
ル
ソ
ー
の
思
想
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
我
々
が
両
者
の
発
想
の
同
一
性
を
想定するのは、さしあたり私的宗教に対立する公的宗教という問題設定と、その社会的機能に関係している。（凪比的
祝祭日・国民歌との共鳴は、民族宗教の形態と関連しているので、そこで検討することにしよう。）
民族宗教は、現実に民衆の意識に働きかけその生活世界を変革していく実践的武器となるためには、三つの本質的
属性と一つの独自な表現形態とをもっていなければならない。第一に、人間の普遍的理性、カント・フィヒテ的な実
へ
践理性に基づいていなければならない、しかも重要な一点を除いて。「実践理性は、現世に最高善を実現すること、
および道徳性とそれに適合した至福とを、人間の一切の努力の最高目的として人間に設定し、課題として提川する。」
（三Ｐ目・巴）「理性も〔愛と同様〕普遍的に妥当する法則として、あらゆる理性的存在者のうちに再び自分自身を認め、
叡
知
的
世
界
の
同
市
民
と
し
て
認
識
す
る
の
だ
。
」
（
ロ
汀
Ｂ
Ｐ
Ｓ
）
我
々
は
、
カ
ン
ト
の
実
践
理
性
が
、
人
間
の
意
志
の
自
由
を
存
在
根
拠
と
し
、
人
間
の
岐
高
善
の
突
呪
を
、
人
倫
的
・
市
民
的
共
同
態
に
雄
づ
く
人
倫
的
・
道
徳
的
共
同
態
に
求
め
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
根
本
条
件
を
次
の
命
題
、
「
君
の
意
志
の
格
率
〔
意
志
の
動
機
、
規
定
根
拠
〕
が
、
い
つ
で
も
、
同
時
に
普
遍
的
立
法
の
原
理
と
し
て
妥
当しうるように、行為せよ」によって表現したことを知って糺迦〉しかもカントの市民的共同態が実は、ブルジョア
的
土
地
所
有
者
階
級
の
支
配
す
る
「
共
和
制
国
家
」
で
あ
り
、
道
徳
的
北
〈
同
態
が
、
人
間
に
と
っ
て
永
遠
に
達
成
で
き
な
い
「
物
自
体
」
（Ⅱ）
の世界であることをも知っている。しかし、この時のヘーゲルが、民族宗教を理性宗教（三田・閂・田）として規定すると
き
、
先
の
引
用
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
カ
ン
ト
実
践
理
性
の
根
本
命
題
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
は
、
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
し
か
も
ヘ
ー
ゲ
ル
の
実
践
理
性
が
、
社
会
変
革
を
め
ざ
す
実
践
的
性
絡
を
明
確
に
も
ち
、
か
つ
、
人
間
諸
個
人
の
主
体
的
決
断
と
行
動
と
を
強
調
す
る
と
き
、
む
し
ろ
フ
ィ
ヒ
テ
が
後
年
歴
剛
す
る
絶
対
的
自
我
の
理
論
と
き
わ
め
て
接
近
し
た
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
・フィヒテ的な実践理性の性洛は、その普遍妥当性の要請（回肩口８・田）によって、また理性的立法の形式的性格
の要請（国府口８．召）によって明らかになるだけではなく、理挑宗教の対極をなす呪物信仰としてのキリスト教批
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
九
七
一、革命的自然法とその転回
九
八
判からも明白である。キリスト教は、全能の神の啓示を受けたイエスへの信仰を要求し、それを通じた抑への完全な
帰依を要求し、しかもこの両者は教義、神学の教えに対する信仰の上に成立している、つまり、「キリスト教の教え
は大部分が歴史に結びつけられるか、あるいは歴史を通して描かれる」Ｂ亘日８．召）歴史的信仰であり、「伝統
Ｉこれを通じてこの宗教は我々に伝承されるｌへの信仰に蕊づく、既成的宗教」（画汀§・塁）なのであり、現
在の人間にとっては所与のものにすぎない。しかし、真の宗教とは我々の理性によって承認されなければならず、神
の
存
在
自
体
が
人
間
の
水
性
〔
人
間
的
自
然
〕
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
諸
々
の
教
え
は
、
た
と
え
そ
れ
ら
の
権
威
が
神
の
啓
示
に
盤
づ
い
て
い
る
と
し
て
も
、
必
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
真
に
人
間
の
将
咽
的
理
性
に
よ
っ
て
椛
威
づ
け
ら
れ
、
ま
た
各
々
の
人
間
が
こ
れ
ら
の
教
え
の
義
務
に
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
義
務
を
洞
察
し
職
じ
る
よ
う
な
性
画
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（口冨日８．囹）（我々は後に、このような神把搬が殆んど然神論に接近していく過程にⅢ会う。）
と
の
人
間
の
道
徳
的
本
性
、
実
践
的
欲
求
の
水
質
を
追
求
し
て
い
く
と
き
、
我
々
は
、
少
く
と
も
カ
ン
ト
的
な
火
践
皿
性
が
充
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
氏
族
宗
教
の
第
二
の
瓜
性
を
発
見
す
る
。
つ
ま
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
民
族
宗
教
は
感
性
的
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
ントの実践理性が「下位の欲求能力」を決して否定せず、それを方向づけるものとして機能するとしても、両者が対
立園係にあることは否定されえないのだか躯ヘーゲルの民族宗教は、はっきりとカント的理性への批判を含んでい
るだけでなく、感性的なものに包摂された理性、という質をもっている。「ある道徳の体系のなかで道徳性が感性か
ら
、
厳
籍
か
つ
杣
象
的
に
分
離
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
感
性
が
道
徳
性
の
下
に
低
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
…
…
〔
し
か
し
〕
理
性
の
諸
理
念
は
、
人
間
の
諸
感
覚
の
織
り
な
し
た
６
の
総
体
に
活
気
を
与
え
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
、
人
間
に
と
っ
て
行
為がある固有の光を帯びて現われる。……宗教はところに訴えかけ、我々の諸感覚と意志規定に影騨を及ぼすのであ
る
…
…
・
感
性
的
人
間
に
あ
っ
て
は
宗
教
も
ま
た
感
性
的
で
あ
る
。
ｌ
善
行
へ
の
宗
教
は
動
機
が
感
性
に
働
き
か
け
う
る
た
め
に
は
、
それは感性的でなければならない。」（恩８８．］］｛・）我々が先に指摘した、公的宗教としての民族宗教の社会的機
能と、むしろフィヒテ的な理性の実践的性桁とを考えるならば、ヘーゲルのこのような要求は決して不自然ではない。
彼は確かに、感性と想像力が同時に偏見と迷信との根拠でもあることを看過してはいないし、キリスト教と専制の基
盤が感覚的なものにあることも指摘している（ロケ８８．Ｂ・臼）。だからこそ民族宗教はまず理性的でなければなら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
力
点
は
、
人
間
の
本
性
〔
人
間
的
自
然
〕
を
諸
感
怖
の
総
体
と
し
て
把
握
し
、
キ
リ
ス
ト
教
と
神
学
的
悟
性
が
圧
殺
し
て
き
た
道
徳
的
感
悩
の
復
権
を
図
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
「
我
々
の
本
性
そ
の
も
の
の
な
か
に
は
…
…
悪
し
き
傾
向
を
妨
げ
人
間
的
最
善
を
要
求
す
る
、
そ
の
よ
う
な
感
情
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
１
－
善
な
る
渚
傾
向
、
同
情
、
親
切
、
友
情
…
…
道
徳
的
感
情
。
〔
こ
の
よ
う
な
〕
経
験
的
性
格
の
根
本
原
理
が
愛
で
あ
る
。
」
「
本
性
の
こ
の
よ
う
な
美
し
い
糸
を
本
性
に
従
っ
て
、
高
貴
な
紐
帯
へ
と
編
み
あ
げ
る
こ
と
こ
そ
、
と
り
わ
け
氏
族
宗
教
の
仕
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
、
汀
且
Ｐ
四
Ｐ
臼
）
こ
の
よ
う
な
把
握
は
我
々
に
、
ルソーやヒューム、そしてスミスを思い川させ額確かにへ‐ゲルはこのときすでに、理性と感性という対立図式に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
実
践
理
性
も
ま
た
道
徳
的
感
情
で
あ
り
、
理
論
も
ま
た
実
践
的
欲
求
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
か
ら
、
人
間
の
本
性
〔人間的自然〕を把握し、しかもそれが、社会的。歴史的に形成される、という視点をもっているのである。（我々
は
、
こ
の
把
蝋
と
視
点
が
、
彼
の
独
自
な
社
会
理
論
の
溌
礎
へ
と
展
開
し
て
い
く
次
第
を
、
後
に
兄
る
こ
と
に
な
ろ
う
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
族
宗
教
が
人
間
諸
個
人
を
実
践
へ
と
促
す
主
体
的
宗
教
で
あ
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
、
第
三
の
属
性
つ
ま
り
、
現
実
生
活
の
諸
要
求
、
と
り
わ
け
政
治
的
自
由
と
合
致
し
た
内
容
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
そ
れ
が
、
「
人
間
を
、
つ
ね
に
視
線
を
上
に
向
け
た
天
国
の
市
民
へ
と
教
育
し
よ
う
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
」
（
厚
の
己
Ｐ
台
）
と
同
じ
く
、
現
実
生
活
を
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一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
一○二
「民族宗教は呪物信仰を避けなければならない」（ロウの口目・園）からである）、と同時に、諸儀式を通じて作用す
る。「聖なる音楽、民族総体の歌仙、民族の祝祭……民族宗教の儀式の意図は、〔人間の本性の〕神聖な諸感覚を昂揚
させる礼拝であ」（ロワ８８．９）り、そして我々にとって興味深いことは、ヘーゲルがこれらの儀式を鉱祝してい
る、という事実である。というのは、儀式という形態自体が呪物信仰の可能性をもっているにもかかわらず臼序ｐ８・
器）、それを民族宗教の独自な表現形態とするヘーゲルの把握のうちに、ギリシャへの廠保をみることができるだけ
箙忌蛭川繊鮒緬洲灘とくに凶蝋歌（７イラ」と『｜…蛭１「ズ』…代…
今
や
、
我
々
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ド
イ
ツ
変
革
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
実
現
過
程
に
つ
い
て
、
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
族
宗
教
の
飢
投
・
実
現
と
共
和
制
の
実
現
は
、
民
族
宗
教
の
基
本
性
格
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
段
階
的
に
で
は
な
く
、
同
時
に
為
さ
れ
る
べ
き
一
個
同
一
の
課
遡
で
あ
る
。
「
偉
大
な
志
操
を
産
み
育
て
る
民
族
宗
教
は
、
目
川
と
手
を
桃
え
て
進
む
の
だ
。
…
…
民
族
の
桁
神
、
歴
史
、
宗
教
、
民
族
の
政
治
的
目
山
の
程
度
、
は
そ
れ
ら
相
互
の
影
轡
か
ら
み
て
も
、
そ
れ
ら
の
性
画
か
ら
み
て
も
、
切
り
離
し
て
は
考
察
さ
れ
な
い
…
・・・・民族の精神の陶冶形成は、一つには民族宗教の問題でもあるが、また一つには政治的諸関係の問題なのである。」
（ロ肝ロ８．凸｛。）したがって、ヘーゲルの課題は、両理念を創造・発展させながら、現実のドイツにおける専制と君
主
制
、
支
配
的
思
想
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
を
批
判
し
否
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
我
々
が
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
第
一
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
批
判
・
否
定
を
、
現
実
に
対
す
る
抽
象
的
理
念
の
対
置
に
満
足
せ
ず
、
批
判
さ
れ
る
べ
き
現
実
の
成
立
と
存
続
に
は
し
か
る
べ
き
必
然
的
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
解
明
し
批
判
す
る
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
変
革
の
主
体
を
支
配
的
諸
階
級
（
君
主
、
貴
族
、
僧
侶
等
）
に
対
立
す
る
民
衆
の
う
ち
に
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
す
で
に
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
に
確
立
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
萌
芽
は
確
か
に
存
在
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
一
方
で
は
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ロ
ー
マ
に
お
け
る
公
的
徳
の
喪
失
を
キ
リ
ス
ト
教
普
及
の
一
原
因
と
し
て
示
唆
し
（
厚
の
且
四
・
断
）
、
他
方
で
は
、
「啓蒙的悟性」を次のように明白に批判しているからである。「人間の不可解な恐昧さについて沢山話せる折、ある
瓜族がそのような偏見をもつのは撒挙の棚みだと微密に証明して兄せる背、その際、啓蒙、人間の認識、人斌の雌史、
幸
編
、
完
全
性
と
い
っ
た
言
葉
を
い
つ
も
む
や
み
や
た
ら
に
振
り
回
す
者
は
、
啓
蒙
の
お
し
ゃ
べ
り
屋
、
浅
薄
な
万
能
薬
を
売
る
山
師
に
他
な
ら
な
い
。
…
…
彼
ら
は
聖
な
る
も
の
、
人
間
の
諸
感
覚
と
い
う
し
な
や
か
な
織
物
を
看
過
す
る
。
啓
蒙
的
悟
性
の
仕
事
は
、
客
体
的
宗教を精査することなのだ。」（ロ房且Ｐｇｍ）その欠陥は、人間の道徳的諸感情を顧倣せず、したがって原皿・原
川
を
対
価
す
る
に
と
ど
ま
る
点
に
あ
る
。
へ
１
ゲ
ル
の
こ
の
よ
う
な
肢
史
的
皿
解
の
方
法
は
、
翌
一
七
几
四
年
に
は
明
瞭
に
表
現
さ
れ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
変
革
主
体
概
念
は
、
必
ら
ず
し
も
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
し
か
し
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
支
配
者
階
級
に
対
す
る
民
衆
に
定
位
し
て
い
る
点
、
そ
の
民
衆
が
民
族
宗
教
と
共
和
制
と
い
う
理
念
に
よ
っ
て
変
革
主
体
と
し
て
登
場
す
る
点
、
少
く
と
も
こ
の
二
点
は
砿
火
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
の
柾
復
掛
而
か
ら
も
一
Ｍ
川
腺
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
一
七
九
Ｎ
年
七
月
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
宛
て
た
手
紙
の
一
節
に
、
「
『
神
の
王
囚
』
の
〈
Ⅱ
言
葉
と
共
に
我
々
が
別
れ
て以来〔つまり一七九三年十月以来〕」（、１の符・戸①）とあるように、「神の王国よ、米たれ、さすれば我々は拱
手
傍
観
し
て
は
い
な
い
／
…
…
理
性
と
自
由
が
我
々
の
解
答
で
あ
り
、
我
々
の
集
合
点
は
不
可
視
の
教
会
な
の
だ
。
」
と
い
う
、
一
七
九
五年一月のヘーゲルの一言葉（ロ房。：．］「）は、すでにテュービンゲン時代に三人が共、していたものであり、しか
も
「
抑
の
王
囚
、
不
可
視
の
教
会
」
と
は
、
机
々
が
す
で
に
見
た
、
彼
岸
で
は
な
く
、
此
岸
に
お
け
る
氏
族
宗
教
の
実
現
と
同
義
で
あ
る
、
「
雌
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
一○三
であろう。
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
紘
回
一○四
と想定されるからであり、さらに一七九三ｌ丘年にかけて、この三人がフィヒテ的な尖践哲学に傾斜していく過程に
照
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
『
哲
学
一
般
の
形
態
の
可
能
性
に
つ
い
て
」
二
七
九
四
年
几
川
）
の
な
か
で
、
「
主
体一般の形態は無制約性のそれであり、客体の形態は（主体による）彼制約性のそれであり、したがって主体は客体
に
対
し
て
つ
ね
に
、
規
定
可
能
な
も
の
に
対
す
る
規
定
す
る
も
の
と
し
て
関
係
す
る
」
、
と
フ
ィ
ヒ
テ
を
繰
り
返
し
、
こ
の
哲
学
こ
そ
が
一⑯｜
「人間の意志と余人頬の迎命とに働きかける」のだ、と災践哲学への移行を語り、また、ヘーゲル宛の手紙二七九
五
年
一
月
）
で
は
、
現
代
の
最
高
の
哲
学
と
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
を
規
定
し
、
そ
し
て
こ
れ
は
我
々
に
と
っ
て
敢
要
だ
が
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
『
全
知
識
学
の
基
礎
と
綱
要
』
〔
一
七
九
四
年
／
〕
を
読
ん
だ
か
？
」
（
回
肝
且
Ｐ
国
）
と
附
い
て
い
る
。
そ
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
此
（Ⅳ）
讃
し
た
「
ド
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
関
す
る
哲
学
的
書
簡
』
（
一
七
九
五
年
）
は
、
実
践
皿
性
の
優
位
性
に
立
ち
な
が
ら
、
「
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
は
究
極
ｕ
標
の
理
念
を
た
ご
実
践
的
に
の
み
、
つ
ま
り
道
徳
的
本
質
存
在
〔
人
間
〕
の
使
命
の
た
め
に
便
川
す
る
。
……不変の、己性、猟制約のＮⅢ、無制限の活動に向って努力すると囮」、を説く。ヘルダーリンもまた同様であ
（旧）
る、もっとも彼は、フィヒテ的絶対的自我をスピノザの尖体として解釈しよ・つとするのだが⑪そして我々のヘーゲル／
「
こ
の
哲
学
〔
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
〕
に
よ
れ
ば
、
人
間
が
最
高
に
高
め
ら
れ
た
の
だ
。
し
か
し
な
ぜ
、
人
川
の
鰍
厳
を
打
ち
鳴
ら
し
、
胤
川
の
能
力
ｌ
こ
れ
が
人
間
を
、
全
精
神
の
平
等
な
秩
序
の
う
ち
に
措
定
す
る
能
力
な
の
だ
’
を
認
識
す
る
の
に
こ
れ
樫
長
く
か
か
っ
た
のか？僕が思うに、人斌がそれ自身として、これ程蝋厳に値するものとして描かれること樫、時代のよりよい印は
ない。それは、仰圧者にして地上の神々たる頭目どもからその栄光が消滅することの証明なのだ。哲学者たちがこの
尊厳を証明し、民衆はそれを感得することを習うだろう。彼らは殴芥のなかで屈従させられた諸権利を要求するので
はなくて、再び自ら取り入れｌ我がものとするのだ。」（一七几近年四月シェリング苑・ｍ１鳥・目』）
そ
れ
で
は
一
体
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
実
践
哲
学
の
突
哲
は
何
な
の
か
？
そ
れ
は
ま
さ
に
、
民
衆
に
よ
る
人
氏
主
権
の
確
立
、
社
会
的
平
等
を
（、）
め
ざ
す
革
命
的
民
主
主
義
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
シ
ェ
リ
ン
グ
が
、
「
あ
ち
こ
ち
で
人
々
は
僕
の
こ
と
を
民
主
主
義
者
、
啓
蒙
主
義
者、鉱ミナーテン等々じゃないかと言・ている」（国…Ｐ四ｍ）．とへ‐ゲルに書き送。に：決して不思議
で
は
な
い
。
勿
論
我
々
は
、
テ
ュ
ー
ピ
ン
ゲ
ン
時
代
の
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
や
が
て
具
体
化
さ
れ
る
フ
ィ
ヒ
テ
実
践
哲
学
の
変
革
主
体
と
同
一
の
民
衆
像
を
想
定
し
て
い
る
、
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
彼
は
、
民
族
宗
教
と
共
和
制
の
現
念
を
自
分
の
血
肉
と
し
た
民
衆が、支配諸階級を打倒する革命に期待し、その運動に参加する、という意志につき動かされている。同時に彼自身
が
自
ら
に
、
そ
れ
ら
の
理
念
の
理
論
化
と
具
体
化
の
課
題
を
課
し
て
い
る
こ
と
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。
初
期
ベ
ル
ン
時
代
も
ま
た
、
こ
の
理論的・実践的目標によって根本的に規定されている。
最
後
に
我
々
は
、
次
の
問
い
か
け
を
し
て
お
こ
う
。
そ
も
そ
も
ヘ
ー
ゲ
ル
が
求
め
る
よ
う
な
民
族
宗
教
は
存
在
し
う
る
の
か
、
ま
た
尖
現
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
？
米
ヘ
ー
ゲ
ル
の
粁
作
・
草
橘
等
か
ら
の
引
川
は
次
に
依
り
、
末
足
の
略
叶
で
示
す
。
」・函偶の一・のの⑪ｐ日日の岸①三の司厭（函刷宛，く・）恩の一日のＯロー雪のの蔑陛一⑪Ｓのど（且の目のＱの「三一脇の。⑩ｓ農の。・可の一員
三の旨の利くの『厨叩出口Ｂケ貝、ご『、｛【・
‐‐ＩＩＩＩＩＩＩＩ－Ｉ（○三）
、。。←］のロ囚の『【ユ三⑪ｎ面のｍＣプユ津のづ。
、Ｐの］の目の『のくめ（の日のヨョ】『【の閂，
、Ｑ・ヨ
ミ
ミ
ロ。
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
一○五
ｍ・ロゴ風の５口ロロロロコ四の、の一・一ｍ
』のいいｌ］ｇ「
○三・ｍ。，一・ｍ・］屋は、（○ヨ・
米ヘーゲルの著作・草稿等の執歌時期は、
』・の旨ののＢｍｏケヰーの『ごＮｐ［○ロ○コ○一○
ｍ・隅、、崗帛。
￣〔｡
● ●
(、
●
[､。
、
四・ｍの一コい【】ロ】『ロの『－，Ｎｐ『○区○口○一．四のく。口頭の、の一⑩］のロロ①『の。ケ『】←のロ・』。叩口。口．○・・ｍｑ・←・
の。』圏ｌ」『の．
四・前記○三一ｍｇ・←・ｍ－Ｐこの綱班葬荷注。
一、革命的自然法とその転回
一○六
ｍ
○
０
ｍ
ご
弓
白
。
、Ｑ・むつ颪ロ○日のロｇｏ日の。の⑩○の一降厨’
田・巨富⑪⑩のロ円ロ島ＱＲＦβ房（一・尹昌樹③）・
■⑩、の一・ミの『弄の】口目扇ロ凶砲口目：。。（四刷困・く・）回・富○一：ロ冨巨閂口・【・巨・冨目の一・のロ冒百『５くの『一ｍｍ・
同日ロ穴旨『【四・旨。９３１］①『］・
Ｉ‐‐‐ＩＩｌＩ（弓い）
短く》、の］⑩９８一・四仇８の］ｐｍのａのｎｐ１筒口。（界のｍ・く・）餌の『：目ｚ・亘・旨・耳円昌。、目】①Ｓ・‐‐Ｉ（ｚ・亘）
の臣⑪庁のヨロＲの一己一．嶌囚庁・信貝股日〔］Ｒすのヨの『【の．、。。『・の８１｛［８日「勺○一三六口目幻円彦厨ロ豆－８８豆の．
（餌『の、，く・）○の○日Ｆ囚いい８．句の一一×菖臼ロ⑦『『・・Ｆのごい－ｍご国．‐１１１‐‐１１‐（の□の）
目百『局皀の目頭の、の一の口コミ。宍一目、．（厚のｍ・く・）］・ｇｇｏｍ四段ヨロの［の□句『・日ョ目口ご・の目【、日（』の四ｍ・
ＩＩＩＩ－ＩＩ１Ｉ‐（ロ○六口日の口厨）
、１（瀞５口ロ日ロロ四の、の一・一巴⑦．（函「めぃ・く・）］８いココの⑫函・［［日の耐〔囚・可の一】〆冨の旨の【く・・四ロョワロ日
』のいいｌ］ｇ「
ＩＩＩＩＩｌＩＩ（、『行け）
○三・ｍ。，一・ｍ・］屋は、（○ヨ・目・巨昌）と略肥する。
Ｉ
ゲ
ル
の
著
作
・
草
稿
等
の
執
歌
時
期
は
、
蕪
本
的
に
次
に
依
る
。
こ
れ
ら
の
考
証
と
異
な
る
場
合
は
、
本
文
な
い
し
注
で
言
及
す
る
。
Ｑ服の日砕目一の『・田日○ロ・ロ○一・，一の８コ■の、の一⑩」ロ、の目ｍ８臥洋の。，旨卯濡困⑦一ｍ目１－のＰ巴・画一□・ロロ』①９．
Ⅲ尿・力。⑫のロ六日目・西⑯、の｜⑬Ｆ８の。・三一脇のロ⑫。ゴロ〔（｜冒すの、ロ。高のいの一一⑩呂凰ごロロ『ョ⑫一因［〕＠日・い・旨・
別
こ
の
珈
災
は
、
一
七
九
四
年
一
二
川
の
シ
ェ
リ
ソ
グ
宛
の
手
紙
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
「
カ
リ
ェ
が
ギ
ロ
チ
ン
に
か
け
ら
れ
た
こ
と
を
芯
ら
も
知
、
、
も
る
だ
ろ
う
。
君
た
ち
は
今
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
附
を
読
ん
で
い
る
の
か
？
僕
の
記
憶
が
正
し
け
れ
ば
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
新
側
は禁止された、と聞いた。」（国司』ａの．『・局・傍点は、筆者によるもの。以下同様）
訓幻８の。河口ロＮ・四・口・○・・の’いい。
Ⅲ国（菌巴
の。』Ｐ
旧囚の日且○可の○すの①一・の回。□の貝⑪○ヶの］回丙。すごの『。シ云且の『己のぐ。。、①ユ旨］の①Ｐの。←②ｌｍＰ
６シ］ワの１勺【『い【の【・シロ②□の口田口、の。。⑦の四の日○ｍ晩ＦｐＱ菖函ｍＥｍの□ご◎ロ二回『［〔の９ヶの【ぬ。
｛口函三口『（←のｇすのＨ四⑪○ケのぐ鄙の目の］〕ｐ汀司⑪○ケ『】津の冨司ＦｍｐＱのい○の仇豆、旨の。②．〕、。』ｍの《・の，樗四《。
、ガロディは、ルカーチの解釈を「修正」して、神学的。政治的ではないが、しかし宗教的・政治的問題設定の重要性を正しく
指摘している。幻○ｍの「○口『口且『・ロ一目の⑪戸ロ〕・『（・で閂勝］①３．℃で．Ⅸ１ｓ。
⑧一七八Ｋ年Ⅱ川の『三人の会話」のなかで、アントニワスに次のように濡らせている。「側川なｎ－マ人のなかに、川囚愛の火
化がまだ燃えていると、君は信じているのか？何らない。蓉侈と逸楽のせいで彼らは、柧先の高貨な魂の品位を吃め、もはや彼ら
に
と
っ
て
自
由
は
何
の
関
係
も
な
い
。
…
…
兵
士
は
、
敵
に
対
し
て
と
同
じ
く
、
市
民
た
ち
に
対
し
て
も
血
を
流
す
の
に
す
っ
か
り
慣
れ
て
い
る
し
、
彼
らは我が方の味刀だ。ＮＩ胴の民衆など、食料と金、それに劇で十分だ。」（Ｃ・穴ロョの。【の．②【・）
また一七八硲尿八月の「ギリシャ人とローマ人の示教について」は、彼らの襖数抑成立の根拠について、雛部族の迎合体であった
ことと、神が人間の制限の表現であったことを挙げたあと、こう締めくくっている、「ギリシャとその弟子たちは我々に……神に
ついての、はるかに啓蒙され卓越した神の概念を、とりわけ人間の運命に関して示している。彼らは、各人が幸桐になるのに十分
「
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
一○七
日、の１○耳目⑩の】ロの問いの一気ｇｏの⑪の。．（、『の、．）の陣ロー）の『ｚ－８－日・可の一員二の】ロの『ご・・、の『一冒巳。．
、一七九五年四月のシェリソグ宛手紙、「伐が〔君の〕主要理念を把握したかぎりでは、そのなかに学の完成を見る……。全ドイ
く
シの理念体系における岐近要の革命に偉大な武献をするであろう頭脳の労作……。」（、１の由の．Ｈ・目）
ｊ川呼声の一一ごｍｍ三国穴の
く
、。。Ｈ・の。『樗帛。
一、革命的自然法とその椛回
一○八
な手段と力を与える、耶物の水仙は、知恵と道徳的灘によって典の幸柵は達せられろ、と教えたのだ。」
ゆく、］，］・』・幻○口⑪⑪田口・旨８コ【『、［Ｂｏ区・のい「ａの『・勺仰臥⑪己３．］ご『のロ、ロロロ・巨の［一一可の二８口ロ・ｍ
ｊ旧昌日凰目の一愚貝・【１鳶口の『ご『具どの・ロのつくのｇ：沖・冒汽自励三の『丙の（勺同のロ、博すの鈩亙のヨーの）三四一月。の○『旦同・
く
、の『一一コ』＠ｍｍ。、。ｏご》の。いつ０
ｍ回すの目、・の．「属【・目ロバロコワ三ｍＢ目］⑫一天：『の影のロ・田・国・の．困田｛・・い］⑭亀・
くこのようなカント社会哲学の性格規定を円８日□の問いの・囚、目日日・の汁：（目Ｑｏの⑩の』』い◎冨津圖閂目ゴ：ロの］【目［・
尿○匡官日日の『ぐ・・の２戸伺い風Ｆ口・］の「⑫．ｍ・田｛（．．］＆函・も皿側している。
ｊ旧肩・穴目▽犀一［一六Ｑの『□３百ｍ：の．くの「目島・の・鷺〔８のＰ
くｊ旧ヘーゲルは、ヒュームの「人間本性論』は読んでいたし（、○百日の。［の．←ｇ）、一年後の草稿では、フィヒテ、カントは勿論、
ｌ
ル
ソ
ー
、
シ
ャ
フ
ッ
ベ
リ
ー
に
も
言
及
し
て
い
る
ス
ミ
ス
の
『
逝
徳
感
慨
論
』
に
閲
し
て
は
史
料
は
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
詳
細
に
検
討
す
る
。
Ｊ川巨・囚且の一・の日日の。Ｎ口頭の囚の」⑪河の。汀厨□臣○ｍ。□三の・句・他・旨・燭＄『Ｐの・屋田「・
く
‐
ｊ旧圃山の樹、七月一四日のお祭り、そしてサ・イラは、ドイツ民衆の共感の表現であった。ぐぃ］・」ｐ【○ヶ】口】⑩○ずの国ロ、仇。ゴュ〔←のロ・
く
（印⑪、．）函・の○ヶのの］・鈩穴圏の日】のぐ８ｍの旬冒巴忠・函・言・口ｐｍｏｒｏの臼○頁の向日ロの口の川口のロ厨◎ず円」、丙○巨口の『・嵩の且円
く：の目詳、、吋巨①。・の．『』ｌ巴・臼》弓の１．段・
』川呼声の一一ごｍｍ三国穴の。、。ゴロの「○或四目一瞥⑪、：①一口口のロの『しロＣａご目、．（出刷晒・）三口。［同日の◎耳α［の「》巨目・汀の口］＠日焼。
Ｊ旧の。訂一一ご弼三の『【の．、．、．○；の．ⅨＰ
くゆ一両－．ｍ【】の【の．Ｈ・』の｛：］「・＆・
×加川稲、『フィヒテにおける市民社会と国家Ｈ・口』、『社会労働研究」第泌巻１号、第妬巻１号参照。
Ｘ剛イルミナーテソ宮口日甘、←の口とは、一七七八年アダム・ヴァイスハウプ卜により作られたキリスト救改畝・社会改畝をめざす
く結社で、「典のキリストの教え、つまり皿性」の再興・央現を掲げた。当時ドイツではフリー・メイソンと並んでフランス革命の
脈泉として非難、追及された。
なおドントは、ヘーゲルがテューピンゲン以来フリー・メイソンであった、と断定しているが、そしてその可能性（イルミナーテ
ン会員の可能性も含め）は決して否定できないが、それらを証明する一次史料がないために、この断定には面ちに同意できない。
』ＰＯＢ』の⑪Ｕ出○日一・四の、の一⑩Ｒ§・勺凰⑩ｇｍｍｏロワの『⑪四目口いくの『ず。『ぬのロのＣｐの」一のロＱ朋出の、の一周ゴｇＣのロ【の日．
、円一一口】の『Ｐの．、『１９．９』ＩＥ－・囚８１９ｍ．（仏語版未見のため、独語版より引用。）
そして念のために付記すれば、当時二八世紀未）のドイツにおいて、民主主義者、革命派、ジャコパン派は同じ内容をもって
いた。「民主主銭者のことを人々はよくジャコバソ派とも呼んでいる。」し且司８ｍｍのヶ日：ロ・ぐ○局」陣具碕の句鈩匡貯８］是昏の吋
日・目の品８口陣日のいの国呉⑩忌同耳円冒圀〉日巴忌尋胤・一個月月・日日月甸一月頁シ一貫伍冒①の．
「
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
縮
回
￣
○
九
一
七
九
三
年
一
○
月
か
ら
三
年
続
く
、
ベ
ル
ン
巾
シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
家
の
家
庭
教
師
と
し
て
の
生
漸
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
、
学
生
時
代
の
自
分
の
課
題
と
考
え
を
終
皿
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
格
好
の
機
会
を
与
え
た
。
キ
リ
ス
ト
教
が
公
的
宗
教
と
し
て
人
間
の
政
冷
的
・
社
会
的
・
宗
教
的
生
祈
を
支
配
す
る
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
川
家
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
国
家
の
只
巾
で
、
そ
れ
を
否
定
し
超
克
し
う
る
瓜
族
宗
教
と
共
和
制
の
尖
現
と
い
う
視
角
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
そ
の
も
の
、
キ
リ
ス
ト
教
旧
家
の
生
成
史
を
徹
底
的
に
検
討
し
批
判
し
き
る
こ
と
、
こ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
直
接
的
問
題
意
識
で
あ
っ
た
。
「
道
徳
性
〔
我
々
は
そ
の
政
治
的
・
社
会
的
・
道
徳
的
内
容
を
す
で
に
知
っ
て
い
る
／
〕
の
促
進
、
宗
教
の
こ
の
よ
う
な
目
的
の
促
進
は
、
ａ
教
え
と
ｂ
儀
式
を
通
し
て
行
わ
れ
る
。
…
…
国
家
は
国
制
、
統
治
の
精
神
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
行
う
。
そ
の
た
め
に
キ
リ
ス
ト
教
は
、
ど
の
程
度
資
格
を
も
っ
て
い
る
か
？
」
（
三
Ｐ
Ｆ
。
）
我
々
は
へ
（し
１
ゲ
ル
の
検
討
・
批
判
を
さ
し
あ
た
り
、
一
七
九
四
年
ま
で
に
書
か
れ
た
五
つ
の
草
稿
に
限
定
し
て
再
構
成
し
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
過
限
で
先
の
直
接
的
問
題
意
識
が
変
化
し
、
新
た
な
課
題
設
定
が
必
然
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
教
え
の
内
容
日
体
は
、
二
甑
の
激
味
で
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
は
切
実
な
問
題
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
問
題
は
ま
さ
に
現
在文配しているキリスト教の教えと諸制度であり、さらに、キリスト及びキリスト教の教えが伝達される形態だから
で
あ
る
。
「
主
要
な
問
題
は
、
純
枠
な
道
徳
の
諸
筬
言
が
イ
エ
ス
の
教
え
の
な
か
に
あ
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
。
…
…
そ
れ
ら
の
筬
言
が
どんな光のなかで、どんな脈絡のなかで、どんな序列で提起されているか、ということなのである。」ａ房＆Ｐ
駅
）
我
々
も
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
自
体
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
次
の
三
点
を
確
認
し
て
お
け
ば
よ
い
（
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点
は
後
に
亜
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
）
。
第
一
に
、
そ
の
内
容
は
、
塊
実
の
世
俗
的
社
会
か
ら
遊
離
し
、
そ
れ
に
背
を
向
け
た
、
水
賀
的
「
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
態
回
２
キ
リ
ス
ト
教
囚
家
一
○
に個人の道徳的改推、をⅡ的とする「私的宗教」（ロ肝。§・巴〔．．『］）であり、第二に、教えの形態が内容への信仰で
はなく、イエスの人格と彼の示す救いの道への信仰を要求し（「私を信じる者は…・・・」、「澱悔せよ、そして福音を
信ぜよ。」ロ肩口８口・の、）、第三に、これらの特徴は、東洋的専制国家に生きるユダヤ教徒の下で必然的に成立
せざるをえなかった（囚）の目Ｐ余・召）、というヘーゲルの認識がそれである。
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
の
水
質
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
「
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
れ
ば
、
永
遠
の
至
柵
の
岐
高
の
条
件
は
、
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
で
あ
り
、
彼
の
、
宥
和
の
た
め
の
死
の
力
に
対
す
る
信
仰
で
あ
る
。
…
…
信
仰
そ
れ
自
身
が
神
の
意
に
適
う
根
拠
で
あ
る
。
」
（、汀ロ８．９）だが、歴史的人絡であるキリストへの信仰を要求すること日体が、央践皿性の要求に反する。とい
う
の
は
、
一
般
に
歴
史
的
な
も
の
と
は
様
々
な
限
界
を
も
っ
て
お
り
、
真
理
を
汲
み
尽
せ
る
は
ず
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
教
え
と
さ
れ
る
も
の
も
、
雁
史
的
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
よ
う
な
限
界
を
免
れ
な
い
は
ず
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
批
判
す
る
、
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
と
は
、
伝
え
ら
れ
た
も
の
、
与
え
ら
れ
た
も
の
、
雌
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
へ
の
信
仰
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
我
々
に
対
し
て
、
皿
性
を
、
ま
さ
に
雁
史
的
な
も
の
を
自
分
の
ぢ
え
に
従
っ
て
検
討
し
批
判
す
る
理性を放棄せよ、と要求することだからである（ロワ８８．①黒・）。さらに、そもそも我々は幸編になるために、な
ぜ
キ
リ
ス
ト
と
い
う
「
廻
り
道
」
（
口
汀
。
８
．
患
）
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
こ
の
考
え
方
は
、
人
間
の
本
性
が
雌
落
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
神
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
救
済
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
人
間
蔑
視
の
思
想
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
先
の
歴
史
的
信
仰
を
一
層
強
化
し
、
人
間
剛
性
の
発
展
を
阻
害
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
廻
り
道
が
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
は
ずの道徳的改善に至る絶対的条件として要求されるために、条件であるはずの廻り道、つまりキリストへの信仰が主
要目的となり、主客転倒してしまうからである（回汀呂僻巴あの）
｜
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
一一一
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らなｎｌＷ１ｌＩｌｉＩｌ公、宗な捨てら代クらｌそ
れるのに［Ｉ的信教ぜにいゆを、～マう
てや諸つ体宗仰でなよるる111プ゜にで－
い、根いに教のあらるか学いロ私おあ＝
〈早拠て対へ目る、蝋ぎ校てテ的ける一
・速ははすの’'１かそ罪り、いス緒るが
ｉロ、、る転とぎこ、、便る夕社ＩＪＩ故
ｉ碑歴そ批化いりで世し魔゜ソと教に
との史れ判、う、は俗か、トしとそ
く
に
〔
キ
リ
ス
ト
教
の
〕
場
合
に
は
、
口
碑
の
本
源
的
形
態
の
根
拠
や
内
容
は
、
も
は
や
全
員
の
所
有
す
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
に
桁
通
す
る
に
は
沢
山
の
時
間
と
多
様
な
資
料
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
あ
の
身
分
は
や
が
て
公
的
な
信仰を支配するようにな」る（ロウの。§・程）。しかし、社会的諸身分の不平等の成立過程、それと僧侶身分特権化
と
の
関
係
、
等
は
雁
史
に
印
し
て
具
体
的
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
と
そ
の
歴
史
的
分
析
と
は
、
ベ
ル
ン
時
代
後
期
か
ら
、
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
（
我
々
は
そ
の
契
機
に
す
ぐ
出
会
う
は
ず
で
あ
る
）
。
ヘーゲルは決定的な要素を、私的宗教の公的宗教への転化に見ている。我々はすでに、キリストの教えが個人の道
徳的改善を目的とする私的宗教であり、自分の人格への信仰を要求する歴史的信仰であり、そして、その宗教が小さ
な私的結社においてのみ可能であるというヘーゲルの判断を知っている。そして歴史的信仰を本圃としているが故に、
そこではつねに歴史的真理なるものの解釈が問題となり、必然的にその専門職が並要となり（僻侶身分の成立／）、
彼らの解釈と救え（教義と神学の成立／）が、キリストへの信仰に至る第二の「廻り道」が、要求されること、これ
ら
も
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
団
の
必
然
的
帰
結
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
が
社
会
全
体
に
拡
張
さ
れ
る
と
、
ど
う
い
う
事
態
に
な
る
の
か
？
実
践
理
性
の
原
理
、
つ
ま
り
人
間
の
意
志
の
自
由
、
良
心
の
自
由
が
完
全
に
否
定
し
圧
殺
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
我
々
が
道
徳
的
に
な
る
た
め
に
は
、
最
高
善
に
至
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
独
占
す
る
佃
侶
身
分
と
神
学
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
指
し
示
す
キ
リ
ス
ト
の
教
え
な
る
も
の
、
こ
の
二
砿
の
「
廻
り
道
」
が
絶
対
的
条
件
で
あ
り
、
そ
の
結
果
各
人
が
主
体
的
に
判
断
し
、
ｎ
分
の
理
性
に
従
っ
て
行
勅
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
心
と
思
い
を
検
査
し
、
良
心
を
裁
き
罰
す
る
と
い
う
借
越
さ
が
、
人
類
の
暴
力
的
制
度
や
欺
臓
の
な
か
で
も
最
も
不
快
な
出
来
損
い
を
生
ん
だ
。
秘
密
戯
悔
、
破
門
、
贈
罪
、
そ
し
て
こ
れ
ら
人
類
の
屈
辱
の
恥
ず
べ
き
記
念
碑
の
全
シ
リ
ー
ズ
を
生
ん
だ
。
」
（
恩
の
ロ
８
．
Ｓ
ｃ
そ
し
て
我
々
人
間
に
と
っ
て
「
最
も
耐
え
難
い
の
「
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
一一一一一
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
と
キ
リ
ス
ト
牧
剛
家
を
批
判
し
て
い
く
な
か
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
深
刻
な
疑
問
に
直
川
す
る
。
一
体
人
々
は
な
ぜ
、
徹
頭
徹
尾
人
間
理
性
に
矛
盾
す
る
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
い
れ
て
き
た
の
か
？
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
は
公
的
宗
教
、
支
配
的
宗
教
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
？
自
分
が
追
求
し
て
い
る
氏
族
宗
教
も
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
同
様
に
、
良
心
の
自
由
と
矛
盾
し
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
？
公
的
宗
教
と
し
て
の
民
族
宗
牧
は
存
在
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
？
最初の疑問に対して、彼はこの段階でも解容しようと努力している。「キリストへの信仰は、人格化された皿想に
対する信仰なのだ。」（回す⑦且ＰＣ①）「我々は、人間の本性のうちで不快なものだけをすべて……自分にとってお
くことによって、人間の水性の美しいものを、我々自身が疎逮な佃休のなかにはめこんだのだ。」（口汀且ロムＳ【）
人
間
が
自
分
の
優
れ
た
本
性
や
理
想
像
を
自
分
以
外
の
存
在
に
対
象
化
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
神
と
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
と
は
、
炎
は
人
間
が
自
分
自
身
を
信
仰
す
る
こ
と
、
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
に
倣
っ
て
言
え
ば
、
人
間
こ
そ
が
岐
高
存
在
で
あ
る
と
承
認
す
る
こ
と
に
他
な
一
、
雌
命
的
ｎ
然
法
と
そ
の
転
回
一一四
は
、
公
然
と
立
て
ら
れ
た
習
俗
の
番
人
だ
。
純
枠
な
心
で
行
動
す
る
人
が
、
道
徳
的
で
宗
教
的
な
定
木
を
も
っ
た
人
々
に
よ
っ
て
、
真
っ
先
に
懇
川
さ
れ
る
の
だ
。
」
（
口
Ｆ
ａ
Ｐ
ｓ
）
良
心
の
自
川
が
服
殺
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
追
求
し
て
い
る
共
和
制
も
ま
た
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
国
家
に
お
い
て
は
、
支
配
的
牧
会
の
傾
城
と
社
会
の
傾
城
と
が
亜
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
教
会
か
ら
の
破
門
は
面
接
社
会
か
ら
の
破
門
、
す
な
わ
ち
人
絡
と
所
有
に
対
す
る
権
利
、
政
治
的
自
由
の
喪
失
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
逆
に
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
専
制
や
君
主
制
と
い
う
、
此
側
制
の
反
対
物
と
同
慨
し
、
手
を
と
り
あ
っ
て
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
君
主
た
ち
が
そ
の
司
祭
た
ち
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
諸
時
代
、
佃
職
者
た
る
支
配
者
が
統
治
し
た
国
々
、
こ
れ
ら
こ
そ
岐
も
不
幸
な
時
代
で
は
な
か
つ
たのか？」（ロワの己四・ｓ）
ルさ所’か｜＝Ｉ６ＩｉＩＩキ
はれ行マら身神世りし
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。
す
で
に
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
人
間
の
皿
性
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
は
じ
め
て
神
の
存
在
が
あ
り
、
人
間
の
本
性
が
神
的
な
の
だ
、
と
考
え
た
こ
と
を
我
々
は
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
今
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
紫
が
そ
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
人
間
か
ら
超
越
し
た
絶
対
的
存
在
と
し
て
の
神
概
念
を
否
定
す
る
考
え
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
我
々
は
、
こ
れ
以
後
彼
が
神
的
存
在
、
神
の
啓
示
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
そ
の
神
と
は
人
間
理
性
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
人
間
理
性
を
体
現
す
る
か
ぎ
り
で
の
神
な
の
だ
、
と
い
う
思
想
が
貫
い
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
神
の
存
在
を
語
る
か
ぎ
り
、
彼
は
無
神
論
者
で
は
な
い
。
し
か
し
人
格
神
を
否
定
す
る
か
ぎ
り
、
少
く
と
も
汎
神
論
者
で
は
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
、
我
々
は
こ
れ
か
ら
繰
り
返
し
言
及
す
る
こ
：
戸
三
ｋ
Ｊ
ｊ
〆
◎
と
に
な
ろ
う
）
「
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
皿
一一一ハ
の
教
え
の
検
討
と
キ
リ
ス
ト
教
国
家
成
立
史
の
批
判
的
・
歴
史
的
検
討
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
後
者
の
疑
問
も
、
す
で
に
こ
の
段
階
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
諸
草
稿
か
ら
は
っ
き
り
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
全
貝
が
、
あ
る
い
は
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
と
も
大
概
の
者
が
ｎ
発
的
に
同
愈
で
き
る
よ
う
な
宗
教
的
か
つ
道
徳
的
諸
真
理
の
体
系
を
樹
立
す
る
の
は
、
川
難
な
課
題
と
思
わ
れ
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
我
々
は
、
民
教
宗
教
が
そ
の
教
え
を
押
し
つ
け
ず
、
い
か
な
る
人
間
の
良
心
も
強
制
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
そ
の
必
然
的
要
求
と
み
な
す
か
ら
で
あ
る
。
…
…
一
疋
の
表
象
の
仕
方
を
公
的
に
命
令
し
た
り
禁
止
し
た
り
す
る
こ
と
が
亜
典
事
に
な
る
や
、
人
間
の
良
心
の
自
由
が
傷
つ
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
危
険
な
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ズ
ム
に
容
易
に
火
が
つ
け
ら
れ
う
る
、
と
い
う
経験……。」（、汀。Ｓ・『ロ〔・）との経験が、まず何よりも、キリスト教の醗史そのものを指しているのは言うまでも
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
眼
に
は
、
一
七
几
三
年
六
月
に
始
ま
る
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
下
の
「
皿
性
宗
教
」
の
肌
も
ま
た
映
っ
て
い
た
に
述
い
な
い
。
彼
は
、
ア
ー
ヘ
ン
ホ
ル
ッ
の
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
批
判
を
行
い
、
ジ
ロ
ン
ド
派
の
エ
ル
ス
ナ
ー
を破要な寄稿家としていたとの雑誌、が提供する附報に敏感であった（く、－．，．日の。［．Ｅ〔・）とくにテロルと「至岡存
在
」
の
強
制
と
が
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
注
意
せ
よ
、
我
々
が
後
に
兇
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
コ
パ
ン
独
裁
の
理
念
そ
の
も
の
に
対
す
（＆
る批判ではない／）確かに『ミネルヴァ』の愉報は偏向しているのかもしれないが、しかし、自分と同じくルソー
の
市
民
宗
教
に
鼓
舞
さ
れ
た
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
支
配
の
下
で
、
市
民
の
信
条
が
戒
か
れ
る
、
し
か
も
ギ
ロ
チ
ン
にかけられる、としたら、一体剛性宗教とは何なのか？ヘーゲルの心中には先の難問が重くのしかかってきた。それ
だ
け
に
一
層
彼
は
、
一
方
で
は
良
心
の
向
山
と
絶
対
に
矛
府
し
な
い
民
族
宗
教
の
具
体
的
諸
条
件
を
求
め
、
そ
の
具
体
的
な
火
災
形
態
を
描こうとし、他方では、民族宗教そのものよりも共和制の理念、その基礎づけ、実現の方法等の課題に重点を移して
いく。
一
七
九
近
年
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
問
題
意
識
に
つ
き
勅
か
さ
れ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
ギ
ポ
ン
、
モ
ー
ス
ハ
イ
（３）
ムは勿論のこと、恐らくはルソーをも改めて、桁力的に研究しながら、自らの思想を確証し発展させていく。彼の肢
も
根
本
的
原
理
は
、
実
践
理
性
、
意
志
の
自
律
と
良
心
の
目
川
で
あ
り
、
す
で
に
我
々
が
再
三
再
四
Ⅲ
会
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
教
会
の
全
体
系
の
根
底
に
あ
る
根
本
的
欠
陥
は
、
人
間
桁
神
の
あ
ら
ゆ
る
能
力
の
も
つ
権
利
、
と
く
に
諸
能
力
の
な
か
で
第
一
の
能
力
、
理
性
の
権
利
を
否
認
し
て
い
る
こ
と
だ
。
」
、
「
ｎ
分
で
自
ら
の
徒
を
自
分
に
与
え
、
自
ら
が
そ
の
碇
の
使
川
に
対
す
る
貢
爪
を
負
う
椛
利
を
、
い
か
な
る
人
間
も
放
棄
で
き
な
い
。
こ
れ
を
放
棄
す
る
や
、
人
間
で
は
な
く
な
る
か
ら
。
…
…
自
ら
の
心
中
か
ら
碇
を
自
分
に
与
え
る
、
という不可綱の人椛……。」（ゴ戸閂・」の「・』ｇ）だが、我々は注意しよう、この原理が根本的であると同時に、社
会
的
か
つ
歴
史
的
に
具
体
化
さ
れ
た
内
容
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
最
初
の
解
答
は
、
「
イ
エ
ス
の
生
涯
」
の
な
か
で
、
良
心
の
自
由
に
基
く
理
性
宗
教
を
求
め
る
イ
エ
ス
像
を
再
柵
成
す
る
試
み
で
あ
る
（
一
七
九
五
年
五
月
九
日
’
七
月
二
四
日
執
筆
）
。
こ
の
草
稿
の
イ
エ
ス
像
は
、
公
的
宗
教
を
追
求
し
な
が
ら
結
局
は
私
的
宗教に追いやられざるをえなかった挫折せる先行者として描かれるが、その描写に、民族宗教の存在可能性に関するへ
１
ゲ
ル
自
身
の
悩
み
が
投
影
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
点
を
無
視
な
い
し
満
過
す
る
と
、
「
ヘ
ー
ゲ
ル
思
想
の
真
髄
」
（
デ
ィ
ル
ダ
イ
、
ロ
ー
ル
モ
ー
ザ
ー
）
の
表
現
と
誤
認
さ
れ
た
り
、
完
全
に
無
視
さ
れ
た
り
（
ル
カ
ー
チ
）
、
「
探
究
に
際
し
て
し
ば
し
ば
、
直
接
対
立
す
る
概
念
を
巡
る
、
ヘ
ー
ゲ
ル
思
想
の
錯
綜
し
た
効
き
」
の
表
わ
れ
（
グ
リ
ュ
ガ
）
と
し
て
奥
の
問
題
が
見
失
わ
れ
た
り
イ
エ
ス
に
と
っ
て
神
と
は
何
か
？
そ
れ
は
、
人
間
の
心
の
な
か
の
理
性
で
あ
る
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
答
え
さ
せ
る
。
「
あ
ら
ゆ
る
制
限
を
免
れ
た
純
粋
な
理
性
が
、
神
そ
の
も
の
で
あ
る
。
」
「
自
分
の
な
か
に
神
的
力
が
住
ん
で
い
な
い
背
は
、
神
の
王
国
の
市
民
で
は
な
い
…
一
、
砿
命
的
、
然
法
と
そ
の
松
回
一一七
（４）
してしまう。
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
一一八
…。人間のなかには糀神も、神的本質の火花もあり、すべての理性的存在の分前は、人間に分け与えられているのだ〕
（｝さず一・『Ｐご）イエスにとって、神を信仰することは何を意味するのか？歴史的信仰、権威に基づく信仰ではなく、
人
間
の
内
な
る
神
を
認
識
し
、
そ
の
要
請
に
忠
実
に
従
う
こ
と
だ
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
イ
エ
ス
は
答
え
る
。
「
も
し
諸
君
が
、
諸
君
の
教
会
の
諸
規
則
と
既
成
的
命
令
を
、
人
間
に
与
え
ら
れ
た
岐
高
の
徒
と
み
な
す
な
ら
ｌ
諸
君
は
人
間
の
尊
厳
を
誤
認
し
、
自
分
自
身
の
な
か
か
ら
神
の
概
念
と
神
の
意
志
の
認
識
と
を
汲
み
Ⅲ
す
と
い
う
人
間
の
能
力
を
誤
認
し
て
い
る
の
だ
。
ｌ
と
の
能
力
を
自
分
の
な
か
で
崇
め
ぬ
者
は
、
神
を
崇
め
て
は
い
な
い
の
だ
。
」
（
回
房
且
Ｐ
＆
）
イ
エ
ス
に
と
っ
て
、
神
す
な
わ
ち
人
間
理
性
の
最
高
の
要
請
と
は
何
で
あ
り
、
そ
れ
に
従
う
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
？
「
諸
君
が
欲
し
う
る
こ
と
は
、
〔
そ
れ
が
〕
人
間
の
普
遍
的
な
徒
と
し
て
諸
君
に
対
し
て
も
妥
当
す
る
、
と
い
う
格
率
に
従
っ
て
行
勅
す
る
こ
と
で
あ
る
ｌ
こ
れ
が
人
倫
の
根
本
命
題
で
あ
り
ｌ
全
立
法
と
全
民
族
の
聖
書
と
の
内
容
な
の
だ
。
」
（
厚
８
８
．
ｍ
『
）
こ
の
絡
率
に
従
っ
て
意
欲
し
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
人
間
は
自
分
の
水
性
（
理
性的存在者）を現実化し、道徳的改善を達成できるのである、とイエスは教える（ロウのａＰｍＰＢｍ）。しかし、そ
れではメシアによる人類の救い、罪の放し》そして神の王国は到来しないのではないか？その通り、とイエスは答え
た。我々一人ひとりＱ躯体的実践のみが問題なのであり、しかも杣の王国は来世、地上にではなく、我々の心のなか
に
の
み
、
今
現
在
樹
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
ユ
ダ
ヤ
人
に
イ
エ
ス
は
呼
び
か
け
た
、
他
人
〔
メ
シ
Ｚ
に
期
待
す
る
な
、
自
ら
諸
君
の
改
善
に
着
手
せ
よ
…
…
そ
う
す
れ
ば
、
神
の
王
国
が
到
来
す
る
の
だ
。
」
「
神
の
王
国
は
、
諸
君
の
内
面
に
創
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
外
面
的
で
絢
燗
た
る
人
間
の
結
社
の
な
か
に
ｌ
国
家
と
い
う
外
的
形
態
の
な
か
に
、
結
社
の
な
か
に
、
教
会
の
公
的
な
徒
の
な
か
に
１
１
神
の
王
国
を
見
る
こ
と
を
望
む
な
。
」
（
囚
）
の
日
酔
匿
・
」
届
）
し
た
が
っ
て
イ
エ
ス
は
、
一
切
の
外
的
形
態
を
と
っ
た
信
仰
者
間
〆
の結合を拒絶し、たぎ相互の愛による友人関係だけを自分の教えのなかで許したのである（ロ席貝甘・』口、）。
こ
の
イ
エ
ス
像
は
確
か
に
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
の
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
我
々
を
驚
か
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
イ
エ
ス
の
教
え
を
徹
底
し
て
理
性
的
か
つ
主
体
的
、
反
権
威
的
か
つ
反
歴
史
的
信
仰
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
反
既
成
的
宗
教
と
し
て
描
こ
う
と
試
み
る
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
個
人
の
道
徳
性
の
陶
冶
そ
れ
自
体
が
目
標
で
は
な
く
、
そ
れ
を
通
じ
た
、
愛
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
民
族
、
全
人
頬
の
結
合
、
つ
ま
り
公
的
宗
救
の
碓
立
が
目
標
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
意
図
を
抱
い
て
行
劫
し
た
イ
エ
ス
の
生
漉
が
、
精
神
的
、
政
治
的
奴
隷
制
国
家
に
生
き
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
な
か
で
、
し
か
も
そ
の
僧
侶
階
級
と
君
主
へ
ロ
ー
デ
ス
の
共
同
の
辿
轡
に
抗
し
な
が
ら
の
生
脈
で
あ
り
、
彼
の
死
の
契
機
が
私
欲
に
走
る
ユ
ダ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
イ
エ
ス
の
本
来
の
教
え
と
、
ペ
テ
ロ
を
は
じ
め
一
二
使
徒
の
考
え
と
が
異
質
で
あ
り
峻
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
を
ヘ
ー
ゲ
ル
が
執
勘
に
強調していることである（ロ月旦口。『ｍ・田・ｃＰＥい」鷺・局の【・）。これらの事情こそが、反既成的で公的な示教をめ
ざ
し
た
イ
エ
ス
の
主
観
的
意
凹
に
反
し
て
、
彼
、
身
に
既
成
的
形
態
で
語
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
行
動
を
ユ
ダ
ヤ
氏
族
総
体
で
は
な
く
、
個
人
の
啓
蒙
に
制
限
せ
ざ
る
を
え
な
く
さ
せ
た
歴
史
的
条
件
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
そ
の
歴
史
的
諸
条
件
の
前
で
挫
折
し
敗
北
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
逆
に
我
々
は
、
『
イ
エ
ス
の
生
椛
』
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
姿
に
、
イ
エ
ス
自
身
を
そ
の
限
界
を
越
え
て
ま
で
主
体
化
・
非
既
成
化
し
よ
う
と
す
る
な
か
で
、
そ
の
試
み
を
究
極
的
に
は
許
さ
な
い
社
会
的
・
歴
史
的
諸
条
件
の
解
明
に
肉
迫
す
る
二
二
才
の
青
年
の
意
気
込
み
と
冷
徹
な
分
析
を
予
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
そ
の
成
果
を
、
恐
ら
く
は
「
イ
エ
ス
の
生
涯
」
に
引
き
続
い
て
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
「
キ
リ
ス
ト
教
の
既
成
的
性
格
』
と
、
これに関連した三つの箪純のうちに見ることができる。
（６）
「
ユ
ダ
ヤ
川
瓜
の
悲
惨
な
状
態
ｌ
と
の
国
民
は
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
曾
き
は
じ
め
て
い
る
、
自
ら
の
立
法
を
岐
筒
の
神
〔
エ
ホ
ヴ
ァ
、
こ
の
神
は
自
然
と
全
人
頬
を
軽
蔑
し
支
配
す
る
絶
対
的
な
主
体
で
あ
り
、
か
つ
、
絶
対
的
服
従
の
客
体
で
あ
る
〕
自
体
か
ら
導
き
だ
し
、
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
一一九
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
松
川
一二○
そ
の
精
神
は
彫
像
の
よ
う
な
命
令
の
下
で
大
地
に
押
さ
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
命
令
は
、
日
常
生
活
の
ど
の
よ
う
な
璃
末
な
行
為
に
も
杓
子
定
木
的
に
規
則
を
定
め
、
金
川
氏
に
倣
侶
階
級
へ
の
威
信
の
念
を
お
こ
さ
せ
た
〔
真
の
始
祖
ア
プ
ラ
ハ
ム
、
そ
し
て
モ
ー
ゼ
等
々
だ
け
が
、
神
の
髄
児
で
あ
り
、
そ
の
命
令
の
下
で
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
一
切
の
政
治
的
権
利
を
否
定
さ
れ
た
専
制
の
臣
民
で
あ
り
、
何
物
も
所
、
で
き
ぬ
平
等
な
占
何
背
に
す
ぎ
ず
、
既
成
的
徒
に
縛
り
つ
け
ら
れ
た
鮒
神
的
奴
隷
で
あ
っ
た
〕
。
…
…
こ
の
国
民
の
附
神
に
残
さ
れ
た
も
の
は
、
自
分
自
ら
が
つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
徒
に
九
い
す
る
奴
隷
の
服
従
へ
の
自
負
だ
け
で
あ
っ
た
〔
徹
底
し
て
受
動
的
で
反
主
体
的
であったが故に、選民意識とメシアによる将来の解放だけが、ユダヤ人の誇りであった〕。」（ヨい閂・Ｓｍ〔・）こと
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ユ
ダ
ヤ
教
を
、
エ
ホ
ヴ
ァ
と
ア
プ
ラ
ハ
ム
、
モ
ー
ゼ
の
権
威
に
基
く
既
成
的
宗
教
を
必
然
化
し
た
自
然
的
・
社
会
的
諸
条
件
、
す
な
わ
ち
苛
酷
な
自
然
、
ロ
ー
マ
と
エ
ジ
プ
ト
を
筆
頭
と
す
る
他
民
族
に
よ
る
征
服
、
市
民
的
・
政
治
的
自
川
の
欠
落
と
専
制
（口席日囚・巴《・９℃・一行－．，房ａ、．＆負，図画の魚・）、をも脂摘しようと試みている。その試みが決して成功していな
い
と
し
て
も
（
だ
か
ら
こ
そ
、
後
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
、
補
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
）
、
我
々
が
す
で
に
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
に
そ
の
肪
芽
を
は
っ
き
り
と
確
認
し
た
、
諸
現
象
の
社
会
的
・
歴
史
的
分
析
と
批
判
の
方
法
は
、
キ
リ
ス
ト
教
凶
家
成
立
史
の
諸
画
期
（
イ
エ
ス
と
十
二
使
徒
の
時
代
↓
初
期
キ
リ
ス
ト
教
団
↓
ロ
ー
マ
帝
同
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
支
配
↓
教
会
山
家
の
成
立
↓
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教国家）に即して具体化され発展していく。
さて、このように受助的で既成的なユダヤ人の只巾で、あの主体的で反椛威的なイエス、尖践理性に雄づき諸個人の
道
徳
性
の
陶
冶
形
成
を
追
求
し
た
イ
エ
ス
は
、
ど
の
よ
う
に
説
き
、
か
つ
行
動
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
？
彼
は
、
自
分
の
教
え
が
人
間
の内なる理性の要求に荘づくからではなく、超越的な絶対者、神の意志であるが故に、その信仰を要求し、神の子とし
てのイエスの人格について語った（、月日Ｐ巨心）。彼はまた、教えを説くのに虚櫛と黙に訴え、たとえ主観的意図
としては「廻り道」だとしても、奇峨について諮った（ロ肝且口・】屋・ロの）。そして彼は、理性は〃人のものである
にもかかわらず一二使徒を選び、彼らに自らの使者としての全権を与えた（厚８８．局。｛・）。しかも彼は、既成的
信仰の表現である外而的儀式つまり洗礼を信仰の条件にした（口蔚ｐ８ＬＢ）。これらの邪尖は、イエスの教えと行
動
自
体
が
既
成
的
で
あ
る
こ
と
の
明
白
な
証
明
で
は
な
い
の
か
？
主
観
的
意
図
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
結
果
と
し
て
の
具
体
的
行
動
は
既
成
的
で
は
な
い
の
か
？
勿
論
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
れ
ら
に
す
べ
て
肯
定
的
に
容
え
る
。
し
か
し
彼
が
満
目
す
る
の
は
、
イ
エ
ス
に
そ
の
よ
う
な
矛
盾
を
ひ
き
お
こ
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
条
件
は
何
か
？
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
成
的
諸
条
件
の
下
で
は
既
成
的
信
仰
が
成
立
す
る
必
然
性
が
あ
る
の
だ
。
イ
エ
ス
は
挫
折
し
敗
北
し
た
の
だ
。
彼
が
選
択
し
た
地
は
、
ｎ
分
の
主
観
的
願
望
と
矛
脈
し
た
刀
法
、
つ
ま
り
信
仰
を
権
威
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
こ
と
を
通
し
て
、
権
威
信
仰
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
を
否
定
す
る
道
で
あ
っ
た
。
「
イ
エ
ス
は
自
分
自
身
の
た
め
に
、
ｎ
分
に
つ
い
て
、
自
分
の
人
絡
に
つ
い
て
と
て
も
沢
山
紙
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
…
…
所
与
の
命
令
に
側
す
る
新
た
な
コ
メ
ン
タ
ー
ル
を
提
供
す
る
よ
り
、
自
分
の
民
族
の
な
か
で
働
き
か
け
よ
う
と
し
た
教
師
、
規
則
づ
く
め
の
教
会
信
仰
の
不
充
分
さ
を
自
分
の
氏
族
に
確
偏
さ
せ
よ
う
と
し
た
教
師
は
、
必
然
的
に
自
分
の
並
恨
を
、
同
等
の
椛
成
に
よ
っ
て
雌
礎
づ
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
だ
。
」
（ロ汀ロ８．口い，くぬ一．ロウ８８．口Ｓ｛・）
し
か
し
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
力
説
す
る
、
唯
一
点
を
除
い
て
、
イ
エ
ス
の
救
え
を
決
定
的
に
既
成
化
し
た
の
は
、
一
二
使
徒
と
弟
子
た
ち
が
イ
エ
ス
と
関
係
し
た
仕
方
、
彼
ら
に
よ
る
イ
エ
ス
の
受
け
と
め
方
、
そ
れ
ら
に
制
限
さ
れ
た
彼
ら
の
教
え
、
な
の
で
あ
る
。
そ
の
決
定
的
な
前
提
条
件
は
、
イ
エ
ス
以
上
に
彼
ら
が
、
囚
家
制
度
、
巾
瓜
的
生
活
な
ど
人
間
化
祈
の
多
棟
な
側
伽
に
対
す
る
一
切
の
関
心
を
放
棄
して、ひたすらイエスに関心を集中していた、ということである（口房ａＰＢＰｍｍ）。決定的というのは、我々が充
分
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
宗
教
が
政
治
、
社
会
な
し
で
は
存
在
し
え
ず
、
か
つ
そ
れ
ら
と
炎
典
一
体
の
耽
要
小
で
あ
る
、
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
一一一一
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
一一一一一
と
把
握
し
て
お
り
、
そ
の
把
侭
は
、
人
間
の
水
性
が
多
面
的
な
諸
欲
求
の
集
合
体
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
に
雄
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
っ
て
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
そ
の
友
人
が
そ
う
で
あ
っ
た
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
友
人
た
ち
は
、
若
い
時
か
ら
彼
ら
の
諸
力
を
多
面
的
に
発
展
さ
せ
、
共
机
制
の
桁
神
を
吸
収
し
て
い
た
。
と
の
粉
神
が
各
個
体
そ
の
も
の
に
、
よ
り
多
く
日
立
性
を
与
え
、
一
人
格
だ
け
に
倣
肌
徹
尼
依
存
す
る
こ
と
を
善
良
な
諸
精
神
に
決
し
て
許
さ
な
い
の
だ
。
」
（
厚
８
８
）
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
は
、
彼
の
人
格
に
の
み
縛
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
が
故
に
、
彼
の
教
え
が
真
な
の
は
、
道
徳
的
で
あ
る
か
ら
で
な
く
、
イ
エ
ス
が
語
っ
た
か
ら
こ
そ
真
な
の
だ
と
考
え
、
彼
の
行
動
が
奇
賦
と
映
じ
る
や
、
そ
の
奇
硫
故
に
彼
を
信
仰
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
こ
の
奇
破
信
仰
樫
、
イ
エ
ス
の宗教を既成的なものにし……その宗教の脳礎をすっかり椛威に側くのに戊献したものはない。」（回す四己Ｐ臣の）
こ
う
し
て
、
す
で
に
イ
エ
ス
の
同
時
代
に
、
イ
エ
ス
故
の
信
仰
、
奇
硫
故
の
信
仰
、
外
而
的
儀
式
を
通
じ
た
信
仰
、
「
廻
り
道
」
に
よ
る
偏
仰
が
成
立
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
と
イ
エ
ス
自
身
が
犯
し
た
既
成
化
の
行
為
、
す
な
わ
ち
一
二
使
徒
の
選
川
・
全
権
付
与
、
が
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
全
史
を
質
く
位
階
制
（
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
）
、
神
と
キ
リ
ス
ト
に
始
ま
り
、
側
侶
階
級
・
教
会
を
経
て
、
他
律
的
に
し
か
救
済
さ
れ
え
な
い
俗
人
大
衆
に
至
る
位
階
制
が
、
原
皿
的
に
碓
疋
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
岐
商
の
名
洲
を
特
定
の
数
に
制
限することによって諸個体の名声が根拠づけられ、そしてこの事情が、後にキリスト教会の体制のなかで、それが拡
張
す
れ
ば
す
る
秘
、
何
か
一
Ｍ
本
画
的
な
も
の
と
な
り
、
投
票
の
多
数
に
よ
っ
て
真
理
の
判
断
を
確
定
し
、
そ
の
命
令
を
世
俗
に
対
し
て
信仰の規範として強制する、公会議を可能としたのである。」（ロワ８８．局Ｃ
我
々
は
あ
ま
り
に
多
く
、
イ
エ
ス
と
使
徒
の
時
代
に
柵
ま
り
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
、
我
々
に
と
っ
て
必
要
な
「
廻
り道」であった。なぜならその途上での確認、イエスの教えの理念は、あくまでも理性に基づく公的宗教の実現にあっ
た。だがユダヤ氏族の既成的性絡によってその剛念の具体的形態は既成化せざるをえず、その既成化を全而的にした
の
は
、
人
間
の
政
治
的
・
社
会
的
諸
関
係
を
放
棄
し
た
使
徒
の
思
想
と
行
動
と
で
あ
っ
た
、
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
の
認
識
は
、
イ
エ
ス
の
理
念
そ
の
も
の
を
反
既
成
態
と
い
う
視
角
か
ら
一
屑
純
化
し
於
礎
づ
け
る
方
向
へ
と
駆
り
立
て
る
だ
け
で
な
く
、
宗
教
と
対
比
し
て
政
治
的
・
社
会
的
諸
関
係
の
比
価
を
琳
大
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
皿
論
と
考
え
を
一
肘
急
進
化
さ
せ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
先
の
確
認
の
お
陰
で
我
々
は
キ
リ
ス
ト
教
国
家
成
立
史
の
諸
画
期
を
詳
細
に
辿
る
必
要
は
な
く
、
た
だ
瞥
見
す
る
だ
け
で
よ
い
の
だ
が
。
初期キリスト教団を特徴づけるのは、それが比較的小さな結社であることと、すでに既成態として生成しつつあった、
ということである。確かにヘーゲルは、しばしば初川教川の姿を、当初は良心の、川という不可瀬の人樅に雌づく
とか、各人の自発的同意による、共同の信仰に基づく結社の形成とか描いている（回蔚８Ｆ］①Ｐ』怠｛・）。しかし
な
が
ら
、
イ
エ
ス
自
身
と
使
徒
の
下
で
既
成
化
が
進
行
し
て
い
た
以
上
、
初
期
教
川
も
ま
た
既
に
そ
の
納
成
時
に
は
、
共
川
の
傭
仰
と
規
川
と
に
対
す
る
服
従
を
要
求
す
る
既
成
態
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
共
同
の
信
仰
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
…
…
他
に
、
さ
ら
に
結
社
を
も
形
成
し
て
い
た
。
そ
の
成
員
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
受
け
入
れ
る
場
合
に
は
、
同
時
に
こ
の
結
社
に
加
入
し
、
結
社
に
対
す
る
義
務
を
引
き
受
け
、
ｎ
分
に
対
す
る
ｎ
分
の
椛
利
〔
良
心
の
、
Ⅲ
〕
を
瀬
渡
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
し
か
も
キ
リ
ス
ト
紋
の
結
社
と
…
…
結
社
の
諸
嬰
求
と
に
従
わ
な
い
こ
と
は
、
恐
ら
く
矛
府
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
成
員
の
敬
虚
さ
の
程
度
の
大
小
は
、
と
く
に
初
め
は
、
彼
の
結
社
へ
の
依
存
な
い
し
服
従
の
程
度
に
よ
っ
て
測
ら
れ
た
のだ。」（向ワの己囚・］患［・）それでは権利の識波、結社への服従は具体的に何を意味しているのか？成鳳の平等が一
応
前
提
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
つ
ま
り
佃
侶
階
級
の
月
立
化
が
殆
ん
ど
進
行
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
多
数
決
原
理
の
支
配
の
承
認
（
多
数
決
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
結
社
の
諸
要
求
を
遵
守
す
る
こ
と
、
多
数
決
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
牧
師
に
従
う
こ
と
）
を
意
味
す
る
他はない（団同ロ§・ＥＰ」仁【・）しかし、各人の信仰の内容を多数決原理によって決めることは、一切を主体的に忠
一
、
砧
命
的
ｎ
然
法
と
そ
の
転
川
一一一一一一
にるく骸と｜ことるをは日なら考肺Ｍ＃７＄Ｗ鮒､洲､':意いにし濫耐klr辮柵i;州鯉§洲1M$膳:ii鯉Mi;鯰illii零;;;『“&鯛鮒＃Ｗｌｊｉ￣縦Ei繩Ⅶかで主らののら任お討へついＰはもDMlM1蹴蝿;鋒雛學繩胤鮒ｊ:：艸食llill蝿illi28liへたでｌＩＩｉこいでに災教｜耐｜がトら判で山艘：“力;⑦|;iザIWf背鰄'〈W1瀦
一あかれう勿ｌ０１るｌとののりが各従。定をるつるに論教事､１２１兇｜繰、ま成つなす成・たと把決卜１１態等係り教だｌ］てせるⅥ。こ握定｜とがなに返会成が緒なこ
さ各ろし的お、選おしが立平社らと腱ilii那臘Ⅷ＃￥が螂ｆｌｉＭ爵
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初係そスで磁気ｆＩＩｉ権たどＪ）とに緋
期に、とあ的一論のにとの牧は１１}（社キあＴｌｉ便るな層づ有あき教Ｉｉｉｌｌ;〔従Ｉｌｌ
リつ代徒・平水け無る、団選１１Ｍし人
スたポの等質るを￣名もｌｌｌ的なの
卜とり１１#の的と111’し１A１日樅にい条
教しス代選なと題かの分の異場件
団てとの拳６はにし教大災つ合に
のも）１ｔ既樵のでし、ｌｌｌち態九にな
肥、ぶ成をＬきてこＩｊのは２ｌｉはつ
大そへ化想とないれこ肋ど態、て化の’と定ないるらの祭うだ、破い=
、内ゲそすつ゜のの樵やかか’'１］る一つ的ルのるてむで叙利司？らしと１Ｊり
ま組の根よいしあ述を祭へでかと
り織ＨＩ１拠りつろつは矢、ｌああは
諸原想を、た、て’1りわ司ゲるり、
教理た鋭形、へ、つざ教ルえさ
団
の
結
合
な
い
し
連
合
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
の
肥
大
化
の
必
然
性
、
キ
リ
ス
ト
教
の
拡
張
の
諸
条
件
を
、
ギ
ポ
ン
の
ロ
ー
マ
史
に
依
り
な
が
ら
解
明
し
て
い
る
。
従
来
の
認
識
に
比
べ
て
決
定
的
に
前
進
し
て
い
る
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
共
扣
制
国
家
の
没
落
と
キ
リ
ス
ト
教
普
遍
化
と
の
繭
要
な
述
結
環
と
し
て
、
他
な
ら
ぬ
私
的
所
有
の
支
配
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
私
的
所
、
の
文
配
す
る
社
会
に
適
合
し
た
意
識
形
態
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
、
と
い
う
、
我
々
が
第
三
章
で
詳
細
に
扱
う
は
ず
の
社
会
理
論
へ
発
展
す
る
問
題
設
定
が
生
ま
れ
、
同
時
に
東
洋
の
専
制
ｌ
ギ
リ
シ
ャ
共
扣
制
ｌ
私
的
所
行
の
支
配
す
る
ロ
ー
マ
と
現
代
、
と
い
う
雁
史
把握が生まれ始めてくる。「キリスト教による異教の放逐は、感嘆すべき革命のひとつである。めくるめく偉大な諸
革
命
が
お
き
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
に
先
立
っ
て
、
時
代
梢
神
の
な
か
で
榊
か
で
糖
か
な
革
命
が
先
行
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（恩の己Ｐ国＆）ヘーゲルの一一二、う時代桁神の革命とは、勿論意識の変化を含んでいるが、より以上に意識の変化を惹
き
起
こ
す
社
会
的
、
政
胎
的
諸
条
件
の
変
化
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
共
和
制
の
崩
壊
と
熾
族
制
の
確
立
そ
し
て
私
的
所
行
の
支
配
で
あ
る
。
「
戦
勝
、
嵩
の
蝋
大
、
生
活
の
幾
多
の
便
益
や
群
侈
を
知
っ
た
こ
と
が
、
ア
テ
ネ
と
ロ
ー
マ
で
武
名
と
篇
の
趾
族
制
を
産
〔
ん
だ。〕……少数の市民に国家という機械の統治は委ねられ、市民は個別的歯車でしかなかった。・・・…自分が定めた法
祁
に
従
い
、
平
時
に
は
自
分
が
選
ん
だ
当
局
に
、
戦
時
に
は
自
分
が
遊
ん
だ
司
令
官
に
服
従
し
、
自
分
も
一
諦
に
決
め
た
計
画
を
遂
行
す
る
自
由
は
な
く
な
っ
た
。
一
切
の
政
治
的
月
川
が
な
く
な
っ
た
。
市
民
の
椛
利
は
た
だ
、
所
有
の
安
全
の
椛
利
を
与
え
た
だ
け
で
、
こ
の
椛利が今や市民の世界総体を満たしてしまった。」（ロケのロ８．９段・）との私的所有の支配と政治的目山喪失との必然
的
な
因
果
関
係
の
認
識
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
そ
の
生
澱
を
通
じ
て
保
持
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
肢
も
根
本
的
な
認
識
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
我
々
が
後
に
見
る
よ
う
に
、
私
的
所
有
の
支
配
が
現
代
社
会
に
お
い
て
必
然
的
で
あ
り
、
し
か
も
不
平
等
の
成
立
が
不
可
避
的
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
成
立
し
た
時
に
、
彼
は
政
治
的
目
川
の
具
体
的
形
態
を
、
も
は
や
共
柵
制
に
で
は
な
く
、
人
倫
的
共
同
態
と
い
う
、
絶
対
に
一、革命的自然法とその転回
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倫
的
共
同
態
と
し
て
登
場
す
る
の
を
見
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
が
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
要
求
も
ま
た
あ
の
共
和
制
を
急
進
化
さ
せ
る
だ
け
で
ある。
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
一三○
の自川の権利、③教育を受ける権利、Ⅲ政治的自由の権利（結社の自由、法律の決定に参加し実行する権利、国家の
官職に就く権利）、⑤以上すべてに関して平等に扱われる椛利（ロワの。§・匠の｛：忌、〔：国①）。
こ
れ
ら
の
人
権
を
保
障
す
べ
き
同
家
、
市
民
的
国
家
、
市
民
社
会
（
と
の
三
表
現
は
完
全
に
等
価
で
あ
る
／
）
の
内
的
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
「
市
民
社
会
と
そ
の
文
配
折
や
立
法
打
の
鏑
椛
利
が
、
彼
ら
の
欲
す
る
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
〔
征
服
に
よ
る
椛
利
の
成
立
、
そ
の
州
統
〕
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
た
と
え
市
民
社
会
の
水
性
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
な
か
で
は
個
人
の
椛
利
は
旧
家
の
椛
利
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
家
は
私
の
諸
椛
利
を
川
家
の
諸
椛
利
と
し
て
主
帳
し
仰
弧
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
」
（
口
蔚
ａ
Ｐ
］
ｓ
）
こ
こ
か
ら
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
社
会
契
約
に
よ
る
市
民
的
脚
家
の
形
成
を
、
囚
家
成
立
の
説
明
原
理
と
し
て
で
は
な
く
、
国
家
存
立
の
正
統
化
原
理
と
し
て
把
握
し
、
し
た
が
っ
て
現
在
の
実
践
に
よ
っ
て
現
実
化
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
捉
え
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
諸
個
人
と
国
家
の
同
一
性
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
彼
が
君
主
の
義
務
や
主
権
者
の
義
務
について諮っているとしても（、豆圏８．］ｇ［。．］怠）市民の多数意志が奥の主椛打であること、を葱味する。そして
そ
の
火
皿
形
態
は
共
杣
制
、
厳
槽
に
言
え
ば
、
人
氏
主
椛
原
皿
に
立
つ
共
抓
制
で
あ
る
（
後
に
再
論
す
る
）
。
第
三
に
、
市
民
の
椛
利
の
保池を川家の義務とすることにより、国家内における個人や結社（教会とツンフトを彼はとくに政祝する。口肝口目・
忌
Ｓ
に
よ
る
諸
人
権
の
侵
害
か
ら
の
回
復
を
国
家
の
義
務
と
し
て
い
る
こ
と
、
と
り
わ
け
所
有
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
、
「
貧
民
は
、
国
家
の
成
員
と
し
て
の
私
に
対
す
る
椛
利
と
し
て
、
施
物
を
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
道
徳
的
存
在
と
し
て
の
私
に
要
求
す
る
場
合
、
そ
れ
は
慈
善
で
あ
っ
て
、
権
利
で
は
な
い
〕
。
…
…
彼
は
こ
の
要
求
を
、
国
家
を
通
し
て
間
接
的
に
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
（
、
亘
日
８
．
］
韻
）
と
の
表
現
は
、
貧
民
の
耐
求
椛
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
蔵
の
不
平
等
の
比
較
的
な
平
等
へ
の
厭
化
を
意
味
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
に
お
け
る
私
的
所
有
の
文
配
に
よ
る
政
治
的
自
川
の
喪
失
を
認
識
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
、
ま
た
ギ
リ
シ
ャ
共
和
制
の
前
提
が
比
較
的
平
等
な
富
の
支
配
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
、
こ
の
（皿）
喫
求
は
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
Ｍ
に
執
飛
さ
れ
た
と
批
疋
さ
れ
る
一
断
片
は
、
我
々
の
結
論
を
は
っ
き
り
典
づ
け
て
い
る
。
「
近
代
の
諸
同
家
に
お
い
て
は
、
所
有
の
安
全
が
、
そ
の
周
り
を
立
法
総
体
が
廻
り
、
か
つ
そ
れ
に
国
家
市
民
の
大
抵
の
権
利
が
関
述
し
て
い
る
枢
袖
で
あ
る
。
…
…
若
干
の
市
民
の
異
常
な
富
が
最
も
自
由
な
国
家
体
制
の
形
態
に
と
っ
て
も
い
か
に
危
険
に
な
り
、
目
巾
そ
の
も
の
を
破
峨
し
う
る
か
、
を
ア
テ
ネ
の
ベ
リ
ク
レ
ス
の
突
例
の
雁
史
、
ロ
ー
マ
の
Ⅲ
拠
挑
族
…
…
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
メ
デ
ィ
チ
家
が
示
し
て
い
る
ｌ
そ
し
て
い
か
に
多
く
の
硴
固
た
る
所
何
椛
が
、
共
和
制
と
い
う
恒
久
的
な
形
態
の
犠
牲
に
供
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
を
研
究
す
る
の
は
大
切
で
あ
ろ
う
。
も
し
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン
・
キ
ュ
ロ
ッ
ト
主
義
が
め
ざ
し
た
、
か
な
り
極
端
な
所
有
の
平
等
の
原
囚
を
、
た
だ
強
欲
だ
け
に
求
め
た
と
し
た
ら
、
恐
ら
く
そ
の
人
は
、
サ
ン
・
キ
ュ
ロ
ッ
ト
主
役
の
体
系
に
対
し
て
不
服
を
犯
す
こ
と
に
な
る
の
だ
。
」
（
ｐ
Ｒ
ａ
Ｐ
一
＄
）
此
机
制
実
現
の
前
提
条
件
と
し
て
の
常
（
ギ
リ
シ
ャ
）
お
よ
び
私
的
所
有
（
ロ
ー
マ
か
ら
現
代
ま
で
）
の
比
較
的
平
等
と
い
う
要
求
は
、
私
的
所
有
の
否
定
的
本
性
の
認
識
と
と
も
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
生
涯
捨
て
な
か
っ
た
考
え
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
彼
の
社
会
皿
論
全
休
を
矛
府
の
只
巾
に
役
げ
込
む
枢
杣
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
形
態
で
の
私
的
所
何
の
否
疋
は
、
さ
ら
に
ル
ソ
ー
、
と
り
わ
け
フ
ィ
ヒ
テ
の
そ
れ
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
す
で
に
我
々
が
確
認
し
た
よ
う
に
、
一
七
九
五
－
几
六
年
は
フ
ィ
ヒ
テ
ヘ
の
傾
斜
が
明
瞭
で
あ
り
、
か
つ
一
七
九
六
年
の
『
自
然
法
の
基
礎
』
は
、
生
存
権
↓
労
働
権
↓
所
何
権
の
論
理
と
、
国
家
（Ｕ
（
人
比
主
椛
）
に
よ
る
平
等
な
私
的
所
有
の
要
求
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
（
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
要
求
は
、
フ
ラ
ン
ス
一七九三年遜法の思想であり、ドイツ・ジャコパン派の要求でもあっ頓）確かに我々は、私的所有自体の否定的
本
性
の
認
識
水
準
に
お
い
て
、
こ
の
段
階
の
ヘ
ー
ゲ
ル
が
フ
ィ
ヒ
テ
以
上
に
高
い
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
む
し
ろ
ル
ソ
ー
的
な
立
場
に
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
肝
要
な
こ
と
は
、
彼
の
労
え
〃
の
大
枠
（
災
践
皿
性
の
絶
対
的
『
砧
命
的
、
然
法
と
そ
の
転
回
一一一一一
一
、
革
命
的
、
然
法
と
そ
の
緑
川
一一一一一一
主
体
性
か
ら
川
発
し
て
、
、
然
法
の
全
休
系
を
導
川
す
る
こ
と
）
が
フ
ィ
ヒ
テ
に
定
位
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
我
々
が
先
に
、
人
民
主
権
原
理
に
立
つ
共
和
制
と
規
定
し
た
国
家
体
制
の
具
体
的
内
容
は
、
恐
ら
く
一
七
九
六
年
八
月
ｌ
一
七
九
七
年
（胴）
一
月
執
筆
と
推
定
さ
れ
る
草
稿
「
巾
参
事
会
は
民
衆
に
よ
っ
て
選
川
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
』
、
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
断片で彼は、ヴュルテンベルクの旧来の封建的旧識会い臼］ＱＢｍ・伊日ａ⑭Ｓｍ〔（（冊主が統棚し、佃隅身分代表、ゲ
マ
ィ
ン
デ
代
表
で
柵
成
さ
れ
、
一
般
比
衆
の
選
挙
に
は
よ
ら
な
い
。
趾
族
階
級
は
ド
イ
ツ
帝
国
耐
凪
の
た
め
識
席
は
な
い
）
に
代
わ
っ
て
、
民
衆
も
選
準
に
参
加
す
る
ラ
ン
ト
議
会
Ｆ
回
。
：
国
。
。
①
を
要
求
し
て
い
る
。
「
今
こ
そ
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
民
衆
が
恐
怖
と
希
望
の
釛
柵
か
ら
、
期
待
と
そ
の
幻
滅
の
交
侍
か
ら
脱
け
川
る
時
で
あ
ろ
う
。
…
…
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
人
は
ラ
ン
ト
識
会
の
刊
染
に
も
ま
さ
っ
て、正しい授助を期待しうるものが他にあろうか？」（厚の日凹・患の〔・）そして、一七九六年九月の選挙勅令に始まり、
翌年三月開会する、所謂改革議会幻の〔・【且臼己［ロｍは、民衆の参加を排除した、身分制に基づく旧会議なのである。こ
こ
か
ら
伐
々
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
此
川
川
を
ラ
ン
ト
議
会
を
も
つ
囚
家
体
制
と
想
定
し
て
い
る
こ
と
、
同
時
に
し
か
し
、
そ
れ
を
災
現
す
る
に
は
、
民
衆
の
力
鹸
い
行
肋
と
迎
助
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
、
を
批
爪
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
が
訴
え
る
川
手
は
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
人
一
般
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
召
主
、
熾
族
、
特
権
的
僧
侶
身
分
な
ど
で
は
な
く
、
他
な
ら
ぬ
民
衆
な
の
で
あ
る
。
「
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
民
衆
に
訴
え
る
。
…
…
変
革
が
生
じ
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
か
が
変
破
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
ん
な
無
内容な真理が語られねばならぬのは、せざるをえぬロ丘ｍの§という不安は、意欲する三一二：という区別から、次
の
点
で
区
別
さ
れ
る
か
ら
だ
。
そ
の
不
安
に
よ
っ
て
駆
り
立
て
ら
れ
る
人
間
は
、
確
か
に
変
革
の
必
然
性
を
感
じ
て
お
り
、
認
め
て
い
る
が
、
し
か
し
〔
変
革
が
〕
始
め
ら
れ
る
べ
し
と
な
る
と
、
ｎ
分
た
ち
が
現
在
も
っ
て
い
る
す
べ
て
の
も
の
を
保
持
し
よ
う
と
い
う
弱
さ
を示すのだ……。このような珊さの光景を民衆は認めてはならぬし、ドイツ人は認めてはならぬ。」（ロ房ロ８．日ｅ
詞（|iIl的日れ大時民立原コな休代るた他との所肝るき１０１］ｉ法理’るに識・んな
なＴＩＩ行ａ・なと制椛にルヒ束且そなら
る典のＰ同共椎ををへ制と縛がのるぬ
では文←Ｔｌｊｈｌ定採も恐をはざ、１１舟識ｌＡＵ－あ完配困氏制さ）|｝つらへ、れ｜訓示会衆ill3if了鯆葛ｉ麓瀧調：ＩｌｌｌｉＷへ想シシ大ての鞍よ礎が我多の々なに溌鮒iiiili鮭；識iii輝筏そく。私（ｌｉＩ１オＬの言は行な者たに従に縦、
雌liWlli1階iljl腱際11幽ぞ襄肺'１１１－以イ丁念るなョで宮通いでて議し選う七後を（よ隅我小あ史．選たあ行会土ｌｌｌＬｌｉノＬへ知、、々さるが挙かる』iノノで、ｌり災八Iら決税，-、な。任制ど・す苑彼休は卿ﾂﾞ:そ；キliljii瀬ネ緋諏細
でにた放る民なはれ会、．と決炎接の維慕￥郷學鰍鰍；：ザiM“のてしれは等のにイ'１考念８像る共合的政、かる、に民は（lillえな゛で、イⅡし平治共知こ」し担曰、でてが忌あとIlillて等’ﾘＭ肺lIl“桃；己竺：Ni：蝋ｉｌ：とかなを［画一ｌｌｉｌここら勿椛と人求会いつい語接会家ととな。論利砿比す的う土でる形にの６をいそ、へね主る
忠言'あ人成つ現、確・の鍍代あ椛の想葉一ろ々すい換言認し具会表わにと
Mmlfji駅獺Mi1l:唾：ｔＷ
こギうしつ向けきでこ、形けをとｊＬ－
のリ認かて意語さもとこ態るもきイ'１に」しシ識しま志るになでこと多た、制し（１１ヤと、す￣こよいあでし数ずあでて（ｌｊｌｌｊＬイ(１．戊まはとつ゜るＷ’て趣、るあ、
のfⅡ挨〃す不がてこ゜要命ｊＩＬ何像るへ慨Ｉｉｌｌつが’Ｍ１断で現のそな今がんをこ１
念をてす遮にき定柵しの的普ら結とゲーが意、でにきるさ想ては姿週かぷ、ル言ノi＆味ギになわ・れがこ、（Ｆ怠の。をの
￣もすり指るめ；て決の彼の志形すｌ１１１ｊＬ適るシイＮｉ・て；いし共が（|iIl、でなホドⅡ切Ｉ付｜ヤし￣制比るて和代度〃ｉ進わし（lillに〈７Jしノニ｜{１４校。０１［ilill表やiil（１１１ちてが炎名「Ⅱ私さ的ｌｉｊｌ接力：（|i'｜リとは、い、
指ななでだするがつ革てなし｜現へ導結いあかる梅１１’て命南点民Ｔｌｉ我し州艘負幽１繩ＷｊＩｌ斑fMi脈ルせ少あ口のり他でれ然イⅡ代権会こる蝿脈窯鵡;灘1繩Ｊ１:雨;鱗'聯騨蝿蝿鍬巴鼎賄13K§Ｍ;１Ｍ緋腓
鬘§；＃（‘〔鰯：ｆ；鰍ijli；ｉ人一拡能て教がな成然ゲざ法的然柵い
＃§ザ統裁そい繩朏“謄挫
に８るはら教求だ、し求革なを｜川革とillll餓纈鳶耀ｉｌｉＸ＄Zii：舷、巴はのが型成の承心的ヤにすＩＭ１然・
既，-，’'１１不職１１教認の宗．対る構法一成私でｉＩ者に会し月教パ立か成と態がだ避等とにた１１１のソしらを呼
とそけ的々つおか、典派てで孫ぶ
しのでに￣ていぎ信休のおあつと
て人あ、とはてり、Ｉ的ｌＭ１りるてとのにら小位こはでの形論、。いが
キつざ１k'Ｉ階の、の［１態と絃勿るで
リいる社ＩＩｊｌｌ教」し幾’'１６突命論かきilii鳶し鯰Ｗ郷３蝿＃：巻スト
：“Illlillii』１M％Ｍ鶯幽,Ｉ教国家い・友｜とに、受１１|：た途つは、然
の人こ人成去ＪＬＩｔｌｈりして言7V［法超へはてもつ命、筒紫朏魚Ｍ礎水洲い、て的そ兎
：{鰯iii：鱗,liiiiを政冷的
、 三をに緋はさ各るもＩｉｌｉあく所人催 １１１１社 相、社でれ成か雌社る埴有氏｜会談そしきて員を認のが命に主ドI：的｛{｝のかないが｜<りし姿。に否椛会辮正灘１３糊111狂胱聯：関
係
の
変
紘
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
こ
と
は
、
彼
が
反
剛
性
宗
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
を
放
棄
し
た
こ
と
を
、
決
し
て
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
逆
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
時
代
を
通
じ
て
、
既
成
宗
教
批
判
は
い
よ
い
よ
歴
史
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
国
家
全
体
を
否
定
す
る
、
新
し
い
政
治
的
、
社
会
的
、
精
神
的
秩
序
の
簸
要
な
一
原
理
が誕生してくるのである。その原理が、ベルン時代後期の「否定的本性をもつ私的所行」という認識の深化過樫を産
婆
と
し
て
い
る
こ
と
は
．
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
七
九
六
年
一
一
月
末
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ゴ
ー
ゲ
ル
家
に
家
庭
教
師
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。
そ
れ
は
彼
の
親
友
ヘ
ル
（巴
ダ
ー
リ
ン
が
斡
施
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
翌
年
一
月
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
背
い
た
。
（１）『氏族宗教とキリスト紋に側する諸断片』と呼ばれている譜草橘（ヨ凶自とｌ」＆）のうち、２１６冊（厚の且四・余１ｓ］）
（２）ぐぬ］・」・ロ、四○コ臼・ぐの『ずｏ岡の。の①この］］の口。ｍ・ｇｌさ．
（
３
）
一
七
九
几
年
一
川
の
シ
ェ
リ
ン
グ
宛
の
手
紙
、
「
と
と
し
ば
ら
く
僕
は
、
カ
ン
ト
灯
学
の
研
究
に
阿
皮
と
り
か
か
っ
た
。
カ
ン
ト
の
繭
喫
な
い
ろ
い
ろ
の
結
論
を
、
我
々
に
と
っ
て
は
な
お
皿
術
の
幾
多
の
皿
念
に
適
川
す
る
の
を
学
ぶ
た
め
、
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
剛
念
を
カ
ン
ト
の
総
論
に従って仕上げるためだ。……〔正統派とそのイデオ⑪－クの〕乱熈不服に対して……フィヒテは、その『全啓示の批判」
によって疑いもなくⅢ戸をＭいたのだ。」同年川Ⅱシェリング宛、「僕は災股皿性の謝喫調を改めて研究する過雁で、例が
この前の手紙で僕にはっきりと説明してくれ、君の論文の中にあったものによって復讐された。それは、フィヒテの知識学
の基礎〔’七九四年〕が僕に完全に開明してくれるものだ。……フィヒテの知識学にとりかかっている。」（ロケ８１Ｐ圏｛・）
ごｍ一・ｍ口の｛Ｂｍ９の一一一口ぬく○日Ｓ少巨、后ニヨ①ｍ・のワのａ四・ｍ・目
ギポン、モースハイム、そしてルソーについては本文で言及する。
（４）三】」盲』日、冒すの罠・ロの」仁晒の目、の⑫：』。旨の四○ｍの」⑪．｛ゴ、○の８日日の一一の⑭。冨旨のロ・炉臼已凶、．Ｆ鹿の１盲己巴．
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
五
（５）前者の大部分が、一七九五年二月二日以前に、その結論部分が一七九六年四月二九日頃に完成したのは確かであろう。
くぬ一・三Ｎ・旨．Ｂ『・執筆開始は、「イエスの生涯」の内容と密接に関連しているから、恐らくその直後と推定される。後者の
一一一断片は、一七九バー九六年（夏まで）と推定されている。『、一・恩のａ四・
●
０
０
（６）この引川文にかぎり〔〕内の補注は私のものではなく、ヘーゲル自身が一七九八年Ｉ一八○○年に報いた草稿、『キ
リスト教の精神とその迦命』（第二蹴飾一節で検討される）のなかで、「ユダヤ教の鮒抑』二七九八’九九年に執飛）と称される
部分に鑓ついている。ヘーゲルの研究と思想の水噸が絡段に机述しているので、この方法は本来誤まっているのだが、少くとも
彼のユダヤ教理解だけは一貫して（テュービソゲン時代から晩年に至るまで、鱗水的に同一の桃絡をもっていることと、引用
文の内容を分りやすくすることが、この方法を採用した理由である。くい一・濟凋の一・く・『］の、目、のロ：囚日⑦で嵐一・ｍ８豆の
：『○＄、冨呂【の．［日三国圏か．ｍ・層］１塁、
（７）『ぬ一・両。｝【函乱の国『・の威且のロａ幻８『肝の貝具一・コどの－日）目、の口餌の、の一『三目Ｓのロ］①＆．、．、①｛『・・⑪鷺．．」＆．
（８）三両一・幻・顛乱の国『・口．四・○：の．９－の『・彼によれば、モースハイムの論理は、原始キリスト教における民主制（民衆
架会が股間の地位を占めること、および、側別教川の自主独立と教会会議における多数決原皿の喬定）↓徴川の拡鵬による業
務の墹大と説教師の成立、その結果としてのヒエラルキーの成立↓司教、つまり独立化した佃侶階級の成立・司教会議の確立
↓その権力の肥大化、であるが、我々が考察したヘーゲルは、初期教団をすでに内的編制原Ⅲにおいて既成化と判断し、かつ、
そこで生成しつつあった代表制原皿が教団の拡張を通じて教会会議の自立化に転化する、と把握する。この二点において両者
は、ホッチェヴァールの見解とは異なり、対立する。勿論彼も両者の対立を認識してはいるが（くぬ』・ロゲのロ：》召｛｛，）、決
定的な点、つまり初期教団の民主制を承認する点で、我々のヘーゲルと訣別するのである。
（９）ご巳・言白・一馬・「国家は、否むしろ国家の権力者はｌというのは今の場合、国家は破壊されているから１．志操
に働きかけるという教会の企図によって利益を、しかも大きな利益を得た。その利益とは支配であり、聖職者たちによる意志
の向山すべての抑圧の後に、完全な勝算をもつ専制である。ｌ教会は市民的および政治的、川を、天国の財と生の享受に反
国９．（》の．こ・○・ｍｇ
いの」ロ巴囚』ご『《・の。四一℃。
一
、
革
命
的
自
然
法
と
そ
の
転
回
一一一一一ハ
の。こ・○・ｍ。耳日。⑪のＨ・のロケ］の再】己匪（ロゴＱぐの巳甘、」】呂巨口晒・○旨の司切」○戸ｍ・田ｌ詔。シ『⑫。○巳〕、、．■の、の」．
する汚れたものとして軽蔑することを教えた。」
（⑩）’七九五’九八年と推定されている（ご堀一・両ケのａＰｍ望）が、私は本文に述べる理由で、’七九六－九八年と判断する。
（
Ⅱ
）
「
キ
リ
ス
ト
教
の
既
成
的
性
格
」
執
兼
時
に
す
で
に
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
後
年
の
批
判
か
ら
し
て
読
ん
だ
こ
と
は
確
か
である。三行一・三田》Ｐ思竃・
（旧）くい一・］。○四『すの『・幻のぐ。」ロ註・ロ腎○ぐの日目守穴『ｃコケの温弓口目５己忌》の．］のｍｌｇＰ
（旧）この草稿は最初、「市参事会は民衆によって選出されねばならぬこと』、と題されていたが、ヘーゲルによって本文のよ
う
に
改
題
さ
れ
、
そ
の
後
他
人
の
手
で
こ
れ
が
消
さ
れ
る
と
同
時
に
同
人
に
よ
っ
て
．
「
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
最
近
の
内
情
に
つ
い
て
、
と
く
に
巾参事会制度の欠陥について」、と変更された。くぬ一・二早閂．ｇ②可・ロ
草
稿
は
二
Ｍ
片
か
ら
な
り
、
第
二
断
片
は
ハ
イ
ム
が
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
第
一
断
片
に
は
一
七
九
八
年
と
い
つ
へ
ｌ
ゲ
ル
の
書
き
こ
み
が
あ
る
（ロワＢＱ口・Ｓｃ）。私の推定は、川第一断片の原草稿は、一七九六年八Ⅱ’一七九七年一月（ヴュルテンベルクの反封処斗争
の昂揚、旧議会逃挙の時期、かつヘーゲルはベルンからフランクフルトに移る途中シユトウトガルトの生家に、少くとも一二
川
は
淵
伽
し
た
）
に
、
当
時
一
○
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ヘーゲルは、’七九六年八月へルダーリンに詩『エレウシス」を捧げている。それはヘルダーリンを「神」「解放者」「同盟
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